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太
陽
光
が
50 

MW
、風
力
が
６
MW
で
国
内
最

大
級
と
な
り
ま
す
。こ
れ
は
、田
原
市
が
推

進
す
る
環
境
と
共
生
す
る
豊
か
で
持
続
的

な
地
域
づ
く
り
を
目
指
す「
た
は
ら
エ
コ
・

ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
構
想
」に
見
合
う
も
の

で
す
。再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
す

る
ま
ち
と
し
て
、全
国
か
ら
注
目
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、産
業
や
地
域
の
活
性
化
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

事
業
地
に
は
、メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
見
学

施
設
が
設
け
ら
れ
る
予
定
で
、市
民
の
環

境
学
習
や
観
光

資
源
の
一
役
を

担
う
施
設
と
し

て
、地
域
貢
献

を
視
野
に
入
れ

た
事
業
が
始
ま

り
ま
す
。

　

な
お
、メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
は
、

２
０
１
４
年
10

月
に
完
成
す
る

予
定
で
す
。

▼
企
業
立
地
推
進
室
☎
23
局
３
５
４
９

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

　
「
た
は
ら
ソ
ー
ラ
ー
・
ウ
イ
ン
ド
共
同
事

業
」で
は
、大
規
模
な
太
陽
光
・
風
力
発
電

施
設
の
建
設
が
予
定
さ
れ
、発
電
規
模
は

S
olar P

ow
er G

eneration
太
陽
光
発
電
所
・
風
力
発
電
施
設
の

起
工
式
が
、11
月
７
日（
水
）、三
井

化
学
㈱
や
関
係
各
社
の
代
表
者
と
田
原
市

長
な
ど
が
参
加
し
、緑
が
浜
の
同
社
用
地

（
82 

ha
）で
行
わ
れ
ま
し
た
。

1

◦メガソーラー（太陽光発電所）の完成予想図

い
よ
い
よ
始
動
!
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー︵
太
陽
光
発
電
所
︶

「
た
は
ら
ソ
ー
ラ
ー
・
ウ
イ
ン
ド
共
同
事
業
」

　
田
原
市
と
三
井
化
学
㈱
が

　
公
害
防
止
協
定
を
締
結

　

太
陽
光
・
風
力
発
電
施
設
の
起
工
式
に

先
立
ち
、10
月
23
日（
火
）、田
原
市
と
三
井

化
学
㈱
と
の
間
で
、公
害
防
止
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
よ
り
、太
陽
光
発
電
所
・
風

力
発
電
施
設
周
辺
の
騒
音
や
振
動
対
策
を

取
り
決
め
た
公
害
防
止
計
画
が
な
さ
れ
、

周
辺
環
境
に
調
和
し
た
整
備
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

▼
環
境
衛
生
課
☎
23
局
３
５
４
１

▪太陽光・風力発電施設の発電規模など

▪太陽光・風力発電施設の発電規模
　56M

メガワット

W（56,000k
キロワット

W）
　市内19,000世帯分の年間使用量に相当
▪二酸化炭素削減量　約32,000ｔ－CO²／年
　杉の木約230万本分の二酸化炭素吸収量に
　相当
※メガソーラーとは、1MW（1000kW）を超
　える大規模な太陽光発電施設のこと

姫島漁港

白谷海浜公園

滝頭公園

緑が浜公園

田原市役所

三河田原 神戸 豊島

やぐま台

シェルマよしご
田 原 湾

三 河 湾

炭生館

緑が浜
エコパーク

田原港

姫島

◦起工式での７社代表による「鍬入れの儀」

◦公害防止協定を結んだ田原市長（写真左）と三井
　化学（株）の佐野副社長（写真右）
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▼
街
づ
く
り
推
進
課
☎
23
局
３
５
２
４

　

N
ew

 S
tation B

uilding
2

　
使
い
や
す
く
安
全
な
駅
を
目
指
し
て

　

三
河
田
原
駅
は
、豊
橋
鉄
道
渥
美
線
の

起
終
着
駅
で
あ
る
と
と
も
に
、市
内
全
域

へ
広
が
る
路
線
バ
ス
な
ど
へ
の
乗
り
継
ぎ

な
ど
、田
原
市
の
玄
関
口
と
な
る
重
要
な

交
通
結
節
点
で
す
。こ
れ
ま
で
は
、周
辺
の

道
路
が
狭
く
、交
通
が
錯
綜
し
た
状
態
で

し
た
が
、今
回
の
移
設
で
、駅
舎
が
現
在
の

位
置
か
ら
線
路
終
端
部
へ
移
さ
れ
、利
用

す
る
方
の
利
便
性
と
安
全
性
の
向
上
を
確

保
す
る
よ
う
に
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、新
し
い
三
河
田
原
駅
の
設
計
は
、

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト（
平
成
19
年
）な
ど
を
も

と
に
豊
橋
鉄
道
㈱
が
安
藤
忠
雄
建
築
研
究

所
に
依
頼
し
、田
原
市
の
玄
関
口
に
ふ
さ

わ
し
く
、環
境
や
周
辺
景
観
に
も
配
慮
さ

れ
た
駅
舎
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
は
、平
成
25
年
の
供
用
開
始
に
向

け
、駅
舎
と
そ
の
周
辺
の
整
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。な
お
、進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、

広
報
た
は
ら
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◉
今
後
の
事
業

◦
田
原
駅
前
通
り
線
整
備
事
業　
　
　
　

　

平
成
25
年
11
月  

全
線
供
用
開
始
予
定

◦
駅
前
広
場
整
備
事
業

　

平
成
25
年
11
月  

一
部
供
用
開
始
予
定

◦
田
原
駅
移
転
整
備
事
業
　

　

平
成
25
年
11
月  
供
用
開
始
予
定

田
原
駅
前
通
り
線
の
道
路
改
良
工
事

に
伴
い
、三
河
田
原
駅
が
移
設
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。今
回
は
、駅
舎

の
移
設
と
新
し
い
駅
舎
の
概
要
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。　

▪新駅舎の概要
　扇形のデザインは、世界的な建築家として知られる安藤忠雄氏が設計し
たものです。環境に配慮し、屋上には太陽光発電装置が設置される予定で
す。駅舎の半分は、市の多目的スペースとして利用し、観光情報を発信する
場などを設け、観光客らの利便性を高めます。
▪主要構造：鉄骨造　▪階数：２階　▪建築面積：約391㎡
▪延床面積：約446㎡（１階面積：約259㎡、２階面積：約187㎡）
▪市施設：多目的スペース（１階：約110㎡、２階：約74㎡）
▪駅施設：駅務室、改札、仮泊室など（１階：約149㎡、２階：約113㎡）

◦新しい三河田原駅の完成イメージ

◦三河田原駅周辺の完成予想図

田
原
市
の
玄
関
口
と
な
る

新
し
い
三
河
田
原
駅
の
完
成
予
想
図
が
発
表
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❖
三
河
田
原
駅
周
辺
整
備
事
業
と
は

　

田
原
市
中
心
市
街
地
を
南
北
に
結
ぶ
街

路
整
備
と
、そ
れ
に
か
か
わ
る
三
河
田
原
駅

舎
な
ど
鉄
道
施
設
の
移
転
や
、そ
の
周
辺
の

整
備
を
行
う
事
業
で
す
。市
が
行
う
幹
線
道

路
・
駅
前
広
場
な
ど
の
整
備
、豊
橋
鉄
道
㈱

が
行
う
線
路
・
駅
舎
の
移
設
な
ど
が
あ
り
、

隣
接
す
る
市
街
地
再
開
発
事
業
と
連
携
し
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。



E
valuation

S
upport

3

4

▼
政
策
推
進
課

☎
23
局
３
５
０
７　

23
局
０
６
６
９

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

❖
ま
ず
は
台
帳
へ
の
登
録
を

　

災
害
時
要
援
護
者
台
帳
に
登
録
す
る

と
、そ
の
台
帳
は
地
域
の
中
で
、日
ご
ろ
の

見
守
り
や
災
害
時
の
避
難
支
援
に
役
立
て

ら
れ
ま
す
。台
帳
に
は
、住
所
や
氏
名
、緊

急
時
の
連
絡
先
、地
域
支
援
者
な
ど
を
記

入
。台
帳
の
管
理
は
市
で
行
い
、校
区
・
自

治
会
な
ど
の
関
係
者
以
外
に
、そ
の
情
報

を
提
供
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

台
帳
登
録
申
請
書
は
、10
月
に
対
象
者

に
送
付
し
て
い
ま
す
が
、市
役
所
・
赤
羽
根

市
民
セ
ン
タ
ー
・
渥
美
支
所
で
も
配
布
し

て
い
ま
す
。な
お
、本
人
の
同
意
が
あ
れ

ば
、申
請
書
の
記
入
・
提
出
は
、代
行
の
方

（
家
族
、親
類
、地
域
支
援
者
、民
生
・
児
童

委
員
、ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、障
害
者
相
談

支
援
専
門
員
な
ど
）で
も
で
き
ま
す
。必
要

事
項
を
記
入
し
、３
か
所
の
配
布
場
所
に

直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
対
象
者
以
外
で
も
手
助
け
が
必
要
な
方

は
ど
な
た
で
も
登
録
で
き
ま
す
。詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
地
域
福
祉
課

☎
23
局
３
５
１
２　

23
局
３
５
４
５

田
原
市
で
は
、行
政
の
透
明
性
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、市
民

お
よ
び
外
部
の
方
が
、事
務
事
業
の
予
算

が
目
的
ど
お
り
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
る

か
を
客
観
的
に
判
定
す
る
、市
民
評
価（
外

部
評
価
）を
９
月
に
試
行
し
ま
し
た
。職
員

が
行
う
事
務
事
業
評
価（
内
部
評
価
）と
比

較
検
証
し
、事
業
改
善
に
役
立
て
る
も
の

で
す
。

　

市
民
評
価
委
員
は
、学
識
経
験
者
と
公

募
し
た
市
民
を
含
む
５
名
で
構
成
し
て
い

ま
す
。３
事
業
が
評
価
さ
れ
、意
見
や
改
善

点
の
指
摘
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
民
評
価
の
結
果
は
、平
成
25
年
度
の

予
算
編
成
の
際
に
活
用
し
ま
す
。詳
し
く

は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

災
害
時
要
援
護
者
支
援
制
度
と
は
、

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障
が
い

の
あ
る
方
な
ど
、災
害
が
起
き
た
と
き
に

手
助
け
を
必
要
と
す
る
方
に
対
し
て
、校

区
・
自
治
会
・
自
主
防
災
会
・
民
生
児
童
委

員
・
近
所
の
方
な
ど
地
域
が
連
携
し
て
支

援
す
る
制
度
で
す
。

災
害
時
要
援
護
者
支
援
制
度

が
始
ま
り
ま
す

市
民
評
価
︵
外
部
評
価
︶
を

試
行
し
ま
し
た事務事業名 主な評価コメント

福祉センター運営
事業（田原・赤羽根・
渥美）

❖利用に関して、サービスが理解されているかなど、普段利用されな
　い方の声も聞きながら、事業の改善に向け取り組んでほしい。
❖指定管理者制度の理解と認識が不十分。民間のノウハウを活用し、
　最大のサービスを供給するために、民間の何を引き出し、どう展開
　してほしいのか検討が必要。

情報センター管理
運営事業

❖より求められるサービス提供のため、市民が日常利用する情報端末
　などの利活用を促すサービスにシフトすべきではないか。
❖パソコン教室は、民間事業所や市民活動団体が担っても良いのでは。
❖第 3 者を交えた評価を行い、事業のあり方をチェックし改善すべき。

緑花まつり
（緑化推進事業）

❖市民が自らの地域をよくする担い手として育つプログラムを含んだ
　イベントにしていく必要がある。
❖緑の多い街のため、市民が緑化に目を向け、自発的に取り組む自覚
　が持ちづらい。これからは、市側の戦略性が求められる。

■
対
象
者

①
要
介
護
（
3
・
4
・
5
）
の
方

②
身
体
障
害
者
手
帳
（
1
～
2
級
）
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方

③
療
育
手
帳
（
Ａ
）
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方　

④
精
神
保
健
福
祉
手
帳
（
1
級
）
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方

⑤
高
齢
者
（
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
、

お
よ
び
65
歳
以
上
の
み
の
世
帯
）
の
方

⑥
そ
の
他
支
援
を
必
要
と
す
る
方◦災害時要援護者避難訓

練の様子（愛知県・田原
市津波・地震防災訓練）

◦田原市情報センター
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学校
発!

 

ア
メ
リ
カ
で
の
学
校
生
活
を
体
験

　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
市
役
所
で
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
顔
合
わ
せ
を
行
い
、笑
顔
と
緊
張

の
中
、ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、２
日
目
か
ら
ギ
ブ
ソ
ン・

サ
ザ
ン・ハ
イ
ス
ク
ー
ル
と
プ
リ
ン
ス
ト
ン・

コ
ミ
ュニ
テ
ィ・ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
分
か
れ
授

業
を
体
験
し
ま
し
た
。両
校
と
も
大
き

な
学
校
で
、校
内
に
は
劇
場
や
ジ
ム
、農

場
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、田
原
市
と
の

友
好
を
紹
介
し
た
コ
ー
ナ
ー
が
廊
下
の一

角
に
あ
り
、生
徒
た
ち
は
感
激
し
て
い
ま

し
た
。ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
生
徒
と
同

じ
ク
ラ
ス
で
授
業
を
受
け
た
際
に
は
、ど

の
ク
ラ
ス
で
も
大
歓
迎
さ
れ
、す
ぐ
に
打

ち
解
け
て
い
ま
し
た
。

　

引
率
の
先
生
は
校
長
室
を
訪
問
し
、

校
長
先
生
と
友
好
を
深
め
な
が
ら
、交
流

の
大
切
さ
に
つい
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

 

交
流
を
深
め
異
文
化
に
触
れ
る

　

４
日
目
に
は
、プ
リ
ン
ス
ト
ン
市
長
を

訪
問
し
、市
内
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

プ
リ
ン
ス
ト
ン
市
長
に
、田
原
市
教
育
委

員
会
教
育
長
か
ら
の
親
書
と
お
土
産
を

団
長
が
渡
し
、プ
リ
ン
ス
ト
ン
市
長
か
ら

は
歓
迎
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、プ
リ
ン
ス
ト
ン
市
の
消
防

署
や
ラ
ジ
オ
局
、ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱
イ
ン

デ
ィ
ア
ナ
工
場
を
訪
問
し
ま
し
た
。こ
の

工
場
は
、最
新
の
設
備
を
備
え
て
お
り
、

田
原
市
か
ら
の
出
向
者
も
多
い
こ
と
に

生
徒
た
ち
は
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

５
日
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
終
え
た
生

徒
た
ち
の
顔
は
輝
き
、多
く
の
こ
と
を
体

験
し
、学
ぶ
こ
と
が

で
き
た
よ
う
で
す
。

▼
学
校
教
育
課
☎
23
局
３
６
７
９

異
文
化
に
学
び
、友
好
を
深
め
た
ア
メ
リ
カ
訪
問

中
学
生
海
外
派
遣
報
告

　

田
原
市
の
友
好
都
市
で
あ
る
米
国
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
プ
リ
ン
ス
ト

ン
市
お
よ
び
ギ
ブ
ソ
ン
郡
を
、
市
内
の
中
学
生
１０
名
と
引
率
の
先
生

３
名
が
訪
問
し
ま
し
た
。
９
月
24
日
︵
月
︶
～
10
月
１
日
︵
月
︶
の

８
日
間
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
学
校
で
の
授
業
な
ど
を
体
験
し
、
交
流

を
深
め
て
き
た
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◦プリンストン市長（写真：前列右から二人目）と一緒に友好の記念写真

◦ホストファミリーと顔合わせ◦現地の校長先生と友好を深めた引率の先生

◦クラスメイトと記念撮影◦デトロイトタイガースの本拠地 ◦はた織り機の使い方を体験
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◦
派
遣
団
長
の
感
想

　
太
田
孝
雄︵
赤
羽
根
中
学
校
長
︶

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
々
に
は
温
か

く
生
徒
た
ち
を
迎
え
て
い
た
だ
き
、全

員
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
な
ら
ず
に
健
康
で

楽
し
く
ア
メ
リ
カ
生
活
を
体
験
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。こ
の
中
学
生
海
外

派
遣
は
、友
好
関
係
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精

神
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

強
く
実
感
し
ま
し
た
。



　

消
防
か
わ
ら
版
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

６
月
発
行
の
夏
号
で
は
、
次
の
と
お
り

貴
重
な
ご
意
見
が
届
き
ま
し
た
の
で
、
ご

紹
介
し
ま
す
。

◉
い
た
だ
い
た
ご
意
見

「
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
し
て
あ
る
施
設
を
地

図
な
ど
で
教
え
て
く
だ
さ
い
」

▪
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）と
は

通
常
の
心
肺
蘇
生
法
で
は
対
応
で
き
な

い
心
室
細
動
の

発
症
時
、心
臓

に
電
気
シ
ョ
ッ
ク

を
与
え
、正
常

な
動
き
を
取
り

戻
す
た
め
の
医

療
機
器
で
す
。

消
す
ま
で
は　

出
な
い
行
か
な
い　

離
れ
な
い

　

Ａエ
ー
イ
ー
デ
ィ
ー

Ｅ
Ｄ
が
あ
な
た
を
救
う

▪
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
方
法
を
学
ぼ
う

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
心
臓
が
正
常
に
働
か
な
く

な
っ
た
場
合
に
、
自
動
的
に
状
態
を
調
べ
、

必
要
時
に
電
気
シ
ョッ
ク
を
行
い
ま
す
。

　

取
り
扱
い
方
法
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
な

ど
、
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
消
防
署
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
消
防
署
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱

い
方
法
な
ど
を
学
ぶ
救
命
講
習
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
開
催
時
に
は
、
広
報
た
は
ら

「
お
し
ら
せ
」
頁
に
受

講
者
募
集
の
記
事
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、ご
家
族
や
ご

友
人
な
ど
と
一
緒
に
受
講

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

も
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
い
ざ
と

い
う
と
き
の
た
め
、
ぜ
ひ
、
お
住
ま
い
付

近
の
設
置
施
設
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
は
、
市
消
防
本
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

▼
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
「
た
は
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ

プ
」
を
ク
リ
ッ
ク

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

section/syoubou/

▼
携
帯
電
話
を

お
持
ち
の
方

は
、Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
カ
メ
ラ

で
読
み
取
り

▼
あ
い
ち
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ

　

http://aed.m
aps.pref.aichi.jp/

今回、ご紹介する救助資器材は「救助用
ロープ」です。

◉救助用ロープ

資器材と組み合わせ
たり、登ったりする
のに使います。市消
防署では、主に「ナイロン製救助用ロープ」を
使用しています。このロープは小縄を３本撚

よ

り
合わせてロープができているため「三

み

つ打
う

ち
ロープ」とも呼ばれています。救助隊はこの
ロープを活用し、確実に救出できるように日々
訓練しています。

◦太さ12㎜のものを
　使用し、強度は約３t

▲ＱＲコード

▪
田
原
市
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ

　

３
月
１
日
（
木
）
に
各
家
庭
に
配
布
し

た
平
成
24
年
度
田
原
市
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

の
最
終
ペ
ー
ジ
に
、「
市
内
の
病
院
・
診

療
所
・
歯
科
医
院
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
」
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
地
図
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

設
置
し
て
い
る
主
な
公
共
施
設
を
記
載
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
地
図
に
記
載
し
て
い
る
施

設
の
ほ
か
、
市
内
す
べ
て
の
保
育
園
、
小

学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
市
民
館
に

◀田原市AＥＤ
　マップ
※ 地 図では、
一部の市民館
のみに設置と
記載していま
すが、健康カレ
ンダー発行後
に、全市民館に
ＡＥＤを設置し
ました。
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消
防
団
豆
知
識

▪
ラ
ッ
パ
隊
の
活
躍

　

田
原
市
消
防
団
ラ
ッ
パ
隊
は
、
平
成
13

年
に
８
名
で
結
成
さ
れ
、

消
防
出
初
式
や
消
防
団
観

閲
式
な
ど
で
活
躍
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
も
21
名
の

ラ
ッ
パ
隊
員
が
吹
奏
訓
練

に
励
ん
で
い
ま
す
。

▪
消
防
団
に
あ
な
た
の
力
を
！

《
入
団
資
格
》

❖
田
原
市
内
に
在
住
・
在
勤
の
満
18
歳
以

上
の
方
で
、
心
身
と
も
に
健
康
な
方

各
地
区
で
消
防
団
員
が
勧
誘
に
伺
い
ま
す

の
で
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
消
防
課
消
防
係
☎
23
局
４
０
７
３

⑨
蜂
が
集
め
る
甘
い
も
の

〈
ヨ
コ
の
カ
ギ
〉

①
ム
ラ
サ
キ
○
○
、バ
フ
ン
○
○

③
こ
と
わ
ざ
「
負
け
る
が
○
○
」

④
日
本
の
世
界
遺
産
。ブ
ナ
の
天
然

林
で
知
ら
れ
る
○
○
○
○
山
地

⑥
屋
根
と
座
敷
が
付
い
た
○
○
○
船

⑧
洋
服
の
な
か
な
か
落
ち
な
い
汚
れ

⑩
商
品
価
値
の
低
い
魚
。特
に
小
魚
の

名
称

⑪
お
せ
ち
料
理
に
欠
か
せ
な
い
、小
魚

を
乾
燥
さ
せ
、調
理
し
た
も
の

▼
賞
品
＝
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、

田
原
市
防
火
協
会
か
ら
記
念
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト

▼
締
切
り
＝
12
月
31
日（
月
）※
消
印

有
効

▼
発
表
＝
記
念
品
の
発
送
を
も
っ
て

発
表
と
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
答
え
と
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電

話
番
号
・
消
防
に
対
す
る
ご
意
見
な
ど

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。多
数
の
ご
応

募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
あ
て
先
＝
田
原
市
消
防
署　

〒
４
４
１

－

３
４
９
２（
住
所
不
要
）

「
消
防
か
わ
ら
版
」

【
秋
号
の
答
え　

カ
ラ
ビ
ナ
】

（
応
募
総
数
28
通
中
、正
解
26
通
）

〈
タ
テ
の
カ
ギ
〉

①
シ
タ
ビ
ラ
メ
と
も
呼
ば
れ
る
魚
の
名
称

②
○
○
タ
マ
、○
○
レ
バ
。ギ
ョ
ウ
ザ
の
具
に

使
わ
れ
る

③
髪
を
飾
る
も
の
。か
ん
ざ
し
や
リ
ボ
ン
の
こ
と

⑤
○
○
の
外
。相
手
に
さ
れ
な
い
こ
と

⑦
名
人
の
手
足
に
み
ら
れ
る
硬
い
皮
膚

▼
消
防
署

☎
23
局
４
０
７
５　

23
局
２
４
４
０

　

syoubous@
city.tahara.aichi.jp

カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス
目
を
う
め
た
ら
、Ａ
Ｂ
Ｃ

の
順
に
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

⑦

⑧

③

④

②①C

⑪

D

⑤ A

⑥

⑨ ⑩

B

　

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
が
発
足

　

８
月
19
日（
日
）、市
役
所
に
お
い
て『
田

原
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
結
成
式
』
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
田
原
市
防
火
協
会
（
柴
田
登

会
長
）
の
一
組
織
と
し
て
、
15
名
の
女
性

に
よ
り
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
住
宅
火
災
を
防
ぐ

た
め
、
普
段
か
ら
家

庭
を
守
っ
て
い
る
女

性
の
目
線
で
防
火
啓

発
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
の
「
田

原
市
女
性
防
火
ク
ラ

ブ
」
の
活
動
に
ご
期

待
く
だ
さ
い
。
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農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
書
の
提
出

受
付
は
平
成
25
年
１
月
10
日
㊍
ま
で

　

選
挙
管
理
委
員
会
は
、
法
律
に
よ
り
農

業
委
員
会
の
選
挙
権
の
あ
る
人
か
ら
の
申

請
に
基
づ
い
て
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の

選
挙
人
名
簿
を
作
成
し
ま
す
。

　

選
挙
人
名
簿
へ
の
登
載
は
、
提
出
さ
れ

た
申
請
書
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
ま
す
の
で

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請

書
は
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

平
成
25
年
１
月
１
日
現
在
で
市
内
に
住

所
を
有
し
、
平
成
５
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
方
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方

❶ 

耕
作
面
積
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地

で
耕
作
を
営
む
方

❷ 

❶
の
配
偶
者
ま
た
は
同
居
の
親
族

で
、
年
間
お
お
む
ね
60
日
以
上
耕
作
に

従
事
す
る
方

❸ 

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
で
耕
作
を

営
む
農
業
生
産
法
人
の
組
合
員
、
社
員

ま
た
は
株
主
で
、
年
間
お
お
む
ね
60
日

以
上
耕
作
に
従
事
す
る
方

●
申
請
書
の
配
布

関
係
す
る
世
帯
に
は
12
月
中
旬
に
郵
送

し
ま
す
。
選
挙
権
の
あ
る
方
で
申
請
書

が
届
か
な
い
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
申
請
書
の
提
出

平
成
25
年
１
月
10
日
（
木
）
ま
で
に
、

農
業
委
員
会
へ
直
接
ま
た
は
郵
送
に
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
さ
れ
る
申
請
書
に
は
、
返
信
用

封
筒
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▼
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
）

☎
23
局
３
５
０
６　

23
局
０
１
８
０

家
族
経
営
協
定
を
結
び
ま
せ
ん
か

み
ん
な
が
働
き
や
す
い
環
境
を
つ
く
り

経
営
・
暮
ら
し
に
生
か
し
ま
し
ょ
う

　

家
族
経
営
協
定
と
は
、
家
族
農
業
経
営

に
携
わ
る
各
世
帯
員
が
、
意
欲
と
や
り
が

い
を
持
っ
て
経
営
に
参
画
で
き
る
魅
力
的

な
農
業
経
営
を
目
指
す
た
め
の
も
の
で

す
。
労
働
時
間
や
休
日
、
農
作
業
の
役
割

分
担
、
報
酬
、
将
来
の
目
標
な
ど
、
家
族

み
ん
な
が
働
き
や
す
い
就
業
環
境
に
つ
い

て
、
家
族
間
で
十
分
な
話
し
合
い
を
行
い

決
め
た
こ
と
を
文
書
化
し
ま
す
。　

❖
文
書
化
す
る
こ
と
で
、
家
族
の
暗
黙
の

ル
ー
ル
だ
っ
た
も
の
を
お
互
い
に
再
確

認
で
き
、
農
業
経
営
の
発
展
に
つ
な
が

り
ま
す
。

◉
家
族
経
営
協
定
の
手
順

①
現
状
を
見
直
す

　

家
族
の
話
し
合
い
で
、
経
営
や
暮
ら
し

の
現
状
を
見
つ
め
直
す
。
家
族
の
就
業
条

件
・
生
活
条
件
の
課
題
、
経
営
上
の
改
善

す
べ
き
点
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
。

②
対
応
策
を
検
討
す
る

　

家
族
の
就
農
意
欲
の
向
上
や
経
営
内
で

の
立
場
を
明
確
に
す
る
た
め
の
対
応
策
を

考
え
る
。
ま
た
、
簿
記
記
帳
な
ど
の
計
数

管
理
を
踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら
の
経
営
目
標

や
方
針
を
検
討
す
る
。

③
協
定
書
に
調
印
す
る

　

話
し
合
い
に
基
づ
き
、
経
営
や
暮
ら
し

の
実
態
に
あ
っ
た
協
定
書
を
作
成
す
る
。

④
協
定
内
容
の
点
検
・
充
実
を
図
る

　

協
定
締
結
後
は
、
協
定
内
容
の
実
施
状

況
を
点
検
し
た
り
、
協
定
書
を
生
か
し
、

家
族
内
の
話
し
合
い

を
進
め
た
り
す
る
な

ど
、
絶
え
ず
経
営
や

暮
ら
し
の
改
善
・
充

実
に
努
め
る
。

　

☎23局3519／FAX22局3817

目標が明確になり、責任
感が生まれ、やる気アッ
プにつながります。また、
農業者年金に加入した方
は、年金保険料の国庫補
助（最大で月１万円）が
受けられる場合や、農業
改良資金などの貸付を受
けやすくなるなどのメ
リットがあります。
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農
地
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

Q
自
分
の
農
地
に

家
を
建
て
る
場

合
、
ど
の
よ
う

な
手
続
き
が
必

要
で
す
か
。　

A
農
地
に
家
を
建
て
る
な
ど
、
農
地
を
農

地
以
外
の
目
的
で
使
用
す
る
こ
と
を
転

用
と
い
い
ま
す
。
自
分
名
義
の
農
地
を

転
用
す
る
場
合
は
、
農
地
法
第
４
条
の

許
可
申
請
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
他
人

の
農
地
を
買
っ
た
り
、
借
り
た
り
し
て

転
用
す
る
場
合
は
、
農
地
法
第
５
条
の

許
可
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
申
請
は
、
許
可

後
、
す
み
や
か
に
実
行
で
き
る
計
画
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
い
ず
れ
家

を
建
て
た
い
の
で
、
先
に
農
地
を
買
っ

て
お
き
た
い
」
な
ど
、
農
地
取
得
の
み

を
目
的
に
し
た
申
請
は
許
可
さ
れ
ま

せ
ん
。

　
　

な
お
、
転
用
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
農
業

委
員
会
事
務
局
に

お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

農
業
者
の
た
め
の
年
金
で

ゆ
と
り
あ
る
老
後
を
送
り
ま
し
ょ
う

　

農
業
者
の
老
後
生
活
の
安
定
と
福
祉
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
保
険
料
助
成
を

通
じ
て
、
農
業
の

担
い
手
を
確
保
す

る
こ
と
を
目
的
と

し
た
農
業
者
の
た

め
の
年
金
で
す
。

◉
加
入
の
要
件

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
で
、
年

間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
60
歳
未
満

の
方
は
、
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

農
地
を
所
有
し
て
い
な
い
農
業
者
や
配
偶

者
、
後
継
者
な
ど
の
家
族
従
事
者
も
加
入

で
き
ま
す
。
脱
退
も
自
由
で
す
。

◉
特
徴
と
メ
リ
ッ
ト

1
少
子
高
齢
化
時
代
に
強
い
年
金

　

自
分
が
積
み
立
て
た
保
険
料
と
、
そ
の

運
用
実
績
に
よ
り
、
将
来
受
け
取
る
年
金

額
が
決
ま
る
積
立
方
式
（
確
定
拠
出
型
）

の
年
金
で
す
。
加
入
者

や
受
給
者
の
数
に
影

響
さ
れ
な
い
安
定
し

た
年
金
制
度
で
、
運
用

利
回
り
の
状
況
な
ど

で
保
険
料
が
引
き
上

げ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

2
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証
付
き　

　

農
業
者
年
金
は
、
65
歳
か
ら
生
涯
支
給

さ
れ
ま
す
。
加
入
者
や
受
給
者
が
80
歳
に

な
る
前
に
亡
く
な
っ
た
場
合
で
も
、
死
亡

し
た
翌
月
か
ら
80
歳
ま
で
に
受
け
取
る
予

定
で
あ
っ
た
年
金
（
老
齢
年
金
）
が
、
死

亡
一
時
金
と
し
て
ご
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

3
公
的
年
金
な
ら
で
は
の
税
制
上
の
優
遇

　

措
置

　

支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
、
所
得
税
・
住

民
税
の
節
税
に
な
り
ま
す
。

4
保
険
料
の
額
は
自
由
に
決
定

　

自
分
が
必
要
と
す
る
年
金
額
に
合
わ

せ
、
月
額
２
万
円
か
ら
６
万
７
千
円
ま
で

の
間
で
、
千
円
単
位
で
自
由
に
決
め
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
農
業
経
営
の
状
況
や
老
後

の
設
計
に
応
じ
て
、
い
つ
で
も
見
直
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

5
農
業
の
担
い
手
に
は
手
厚
い
政
策
支
援

　
（
保
険
料
の
国
庫
補
助
）

　

認
定
農
業
者
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た

す
方
は
、
保
険
料
の
う
ち
国
か
ら
助
成
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
農
業

委
員
会
事
務
局
へ

お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

農
地
利
用
状
況
調
査
を
実
施

耕
作
放
棄
や
違
法
転
用
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　　

農
業
委
員
会
で
は
、
９
月
と
10
月
に
、

市
内
の
農
地
を
対
象
に
、
利
用
状
況
調
査

（
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
）
を
行
い
ま
し
た
。

　

農
地
は
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
限
ら
れ
た
大

切
な
資
源
で
す
。
耕
作
放
棄
さ
れ
た
農
地

は
、
周
囲
の
優
良
な
農
地
に
迷
惑
を
か
け

る
だ
け
で
な
く
、
不
法
投
棄
の
誘
発
や
枯

草
火
災
を
招
く
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。　

　

耕
作
放
棄
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
農
地
の

所
有
者
が
農
地
を
管
理
す
る
意
識
と
責
任

を
し
っ
か
り
と
持
ち
、
日
ご
ろ
か
ら
農
地

が
荒
れ
な
い
よ
う
に
務
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
調
査
し
た
内
容
を
も
と
に
農

地
を
管
理
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
指
導
を

行
い
、
違
反
転
用
に
つ
い
て
は
、
農
地
へ

の
復
元
指
導
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

農
作
物
へ
の
散
水
は

周
り
に
注
意
を
は
ら
い
ま
し
ょ
う

　

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
な
ど
の
散
水
が
道
路

に
は
み
出
す
と
、
通
行
の
支
障
や
交
通
事

故
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

マ
ナ
ー
を
守
り
、
周
囲
に
迷
惑
を
か
け

な
い
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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歳出 予算額 272億4,448万円
支出済額 110億3,780万円

執行率
40.5%

予算額　   2億2,535万円

支出済額　1億1,294万円

26億8,499万円

11億   795万円

73億8,849万円

32億1,518万円

24億6,461万円

7億   609万円

5,666万円

2,159万円

16億   815万円

4億2,835万円

20億7,429万円

17億6,459万円

34億3,387万円

8億8,735万円

14億2,090万円

5億   944万円

23億9,456万円

8億6,792万円

0円

0円

3,000万円

0円

05101520253070 35・・・・・・

14億1,635万円

34億6,256万円

（億円）

執行率 50.1％

41.3％

43.5％

28.6％

38.1％

26.6％

85.1％

25.8％

35.9％

36.2％

0.0％

40.9％

0.0％

議 会 費
　
総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

そ の 他

議会の活動に要した経費

コミュニティ、戸籍、庁舎の維持管理などに要した経費

児童、高齢者、障がい者などを対象とした福祉事業に要した経費

保健事業や環境保全、ごみ処理などに要した経費

失業対策や勤労者のために要した経費

農業、畜産業、水産業、林業の振興に要した経費

商工業や観光の振興に要した経費

道路、公園、河川の整備、街づくり、緑化の振興などに要した経費

火災予防や防火活動、防災活動、救急救助活動などに要した経費

学校、生涯学習、図書館、博物館、スポーツ・文化振興などに要した経費

災害によって生じた被害の復旧に要した経費

市債として借りたお金に利子をつけて返済した経費

上記以外のものに要した経費

（四捨五入）

　田原市では、市の家計簿である財政の状況を年２回公表しています。今回は平成24年度上半期（平成24年４月～
９月）の予算執行状況などをお知らせします。なお、表中の金額は１万円未満を切り捨てているため、合計の金額
が合わない場合があります。　 ▼財政課☎２３局３５９１

■一般会計

■借入金の状況 ■主な市有財産
財産 内容 面積・金額

土地 公園や学校の敷地など ３３８万　 ８３３㎡

建物 市役所・学校など ３９万５，１１２㎡

基金 財政調整基金など １３６億１，８０８万円

出資による権利 （財）崋山会など ４億４，８３９万円

一般会計
258億6,761万円

特別会計
113億469万円 教育債

38億177万円

土木債 33億2,123万円
その他（総務債・衛生債・民生債・公営住宅債など）

61億5,797万円

公共下水道事業特別会計
87億7,049万円

農業集落排水事業特別会計
25億3,419万円

総額●371億7,230万円

【借入金】
多額の経費を必要
とする事業を行う
場合に、国などから
借りるお金のこと。

臨時財政対策債
73億5,725万円

減収補てん債
33億6,805円

減税補てん債 18億6,132万円
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財政状況を公表します
■一般会計

平成24年度
上 半 期

会計 予算額 収入済額 収入率 支出済額 執行率
給食センター給食費特別会計 ２億９，８２５万円 １億　　 ３４万円 ３３．６％ １億　　 ５７万円 ３３．７％
国民健康保険特別会計 ７4 億３，７８１万円 ３０億６，３２９万円 ４１．２％ ３２億４，６２１万円 ４３．６％
公共下水道事業特別会計 １４億７，２７８万円 ５億７，１５８万円 ３８．８％ ４億７，１７７万円 ３２．０％
農業集落排水事業特別会計 １５億５，４４０万円 ２億７，５９４万円 １７．８％ １億９，３１５万円 １２．４％
田原福祉専門学校特別会計 １億２，０００万円 ８，０９３万円 ６７．４％ ４，９２５万円 ４１．０％
介護保険特別会計 ３７億１，５９６万円 ２０億８，１６３万円 ５６．０％ １５億９，４０５万円 ４２．９％
中心市街地商業等活性化事業特別会計 ２，７６３万円 １万円 ０．０％ ６８４万円 ２４．８％
後期高齢者医療特別会計 ６億６，４４０万円 １億８，５２４万円 ２７．９％ １億１，０９０万円 １６．７％

合計 １５２億９，１２５万円 ６３億５，８９９万円 ４１．６％ ５７億７，２７８万円 ３７．８％

■特別会計

予算額　   131億6,846万円

収入済額　 88億7,306万円

14億7,900万円

6億6,743万円

32億9,600万円

26億1,371万円

３億3,706万円

1億3,835万円

4億1,477万円

2億   289万円

22億8,435万円

7億6,997万円

13億3,986万円

1億6,400万円

5,335万円

3,751万円

96万円

95万円

18億3,827万円

0円

9億3,366万円

3億9,871万円

9,634万円

17億円

市 税

地方譲与税等

地 方 交 付 税

分担金・負担金

使用料・手数料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

市 債

2001501000 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20（億円）

収入率

歳入 予算額 272億4,448万円
収入済額 150億6,228万円

収入率
55.3%

67.4％

45.1％

79.3％

41.0％

48.9％

33.7％

12.2％

70.3％

99.0％

0.0％

160.4％

24.2％

0.0％

市民税や固定資産税など市民の皆さんから納付していただいた税金

国の税収入の中から一定の基準により市に配分されたお金

市の財政状況に応じて国から交付されたお金

市が行う事業に関して利益を受ける方から納められたお金

市の施設を利用するとき、市が行う特定の事務に対して納付されたお金

市が行う特定の事業に対して国から交付された負担金や補助金など

市が行う特定の事業に対して県から交付された負担金や補助金など

市が所有する財産を貸付け・出資・売払いしたことによって生じたお金

市民や団体、事業者の方からの寄附金

特別会計や基金から一般会計に繰り入れたお金

前年度の決算で生じた繰越金

ほかの収入科目に含まれない預金利子や貸付金返済金、雑入などのお金

市が大きな事業などを行うために国や金融機関から借り入れたお金 0円

（四捨五入）

14億9,802万円
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

11

10

　

11
月
３
日（
祝
）・
４
日（
日
）の
２
日
間
、田
原

市
長
杯
少
年
野
球
交
流
大
会
が
渥
美
運
動
公
園

な
ど
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。伊
勢
湾
口
道
路
の
早

期
実
現
を
目
指
し
て
行
わ
れ
て
い
る
同
大
会
に
、

今
年
は
田
原
市
12
チ
ー
ム
、伊
勢
・
志
摩
地
域
７

チ
ー
ム
が
参
加
し
、熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

つ
な
げ
よ
う
！

友
情
の
架
け
橋

11
月
３
日［
祝
］

▲元気いっぱいに選手宣誓をする新
し ん せ い ふ た み

星二見少年野球団の大西将
ま さ や

矢主将
【Ａブロック優勝】田原中部スポーツ少年団
【Ｂブロック優勝】五

ご

ヶ
か

所
しょ

野球スポーツ少年団（南伊勢町）
　

愛
知
県・田
原
市
津
波・地
震
防
災
訓
練
が
田
原

中
学
校
な
ど
４
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。当
日
は
、

自
主
防
災
会
一
斉
防
災
訓
練
も
市
内
全
域
で
行
わ

れ
、約
１
万
４
０
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。大
津

波
か
ら
逃
げ
る
た
め
の
避
難
経
路
の
確
認
や「
陸
・

海・空
」の
総
合
的
な
訓
練
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

防
災
意
識
を
高
め

地
域
の
力
を
結
集
！

11
月
10
日［
土
］

　

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会（
10
月

26
日［
金
］～
28
日［
日
］神
奈
川
県
横
浜
市
）に
出

場
し
、男
子
１
０
０
Ｍ
で
見
事
２
位
に
輝
い
た
和

田
瑞み

ず
き輝
く
ん（
田
原
中
２
年
）が
市
長
に
喜
び
を
報

告
し
ま
し
た
。和
田
く
ん
は「
来
年
は
優
勝
し
た
い
」

と
力
強
く
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

短
距
離
走
期
待
の
星

来
年
こ
そ
全
国
制
覇

11
月
７
日［
水
］

▲はなのき広場から避難場所の田原中学校を目指して避難する参加者たち

▲市長から「全国の強豪相手にすばらしい成績」と祝福を受けた和田くん（右）

平成24 年12月1日 　  　　　　　　　　│ 12 │



たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

11

10

　

中
部
・
北
陸
実
業
団
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
が
田

原
市
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。大
会
に
は
、中

部
と
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
14
チ
ー
ム
が
参
加
。世

界
に
通
用
す
る
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選
手
た
ち

が
市
内
85
・
７
㎞
を
舞
台
に
疾
走
し
ま
し
た
。強
風

の
中
、沿
道
な
ど
で
は
、大
会
を
盛
り
上
げ
よ
う

と
、約
１
２
０
０
名
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
走

路
補
助
員
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。優
勝
は
、ト
ヨ

タ
紡
織（
刈
谷
市
）。地
元
ト
ヨ
タ
自
動
車
Ａ
は
２

位
と
な
り
、翌
年
の
元
旦
に
行
わ
れ
る
ニ
ュ
ー
イ

ヤ
ー
駅
伝
の
出
場
資
格
を
獲
得
し
ま
し
た
。

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
が

渥
美
半
島
を
疾
走

11
月
18
日［
日
］

▲号砲とともに道の駅 伊良湖クリスタルポルト前を一斉にスタートする選
手たち

　

田
原
市
民
ま
つ
り
が
田
原
文
化
会
館
周
辺
で
開

催
さ
れ
、家
族
連
れ
な
ど
約
３
万
２
０
０
０
名
の
来

場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。10
回
目
を
迎
え
た
今
年

は「
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
レ
ー
ド
」が
復
活
し
ま
し
た
。ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
カ
ー
ニ
バ
ル
の
ほ
か
、恒
例
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
や
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
も
催
さ
れ
、み
ん
な
が

主
役
の一日
と
な
り
ま
し
た
。

み
ん
な
が
主
役
！

み
ん
な
の
ま
つ
り

10
月
28
日［
日
］

▲じゃん田
だ ら

原゙りん踊りコンテスト。13チームが色鮮やかな衣装で会場を魅了！【写真は優勝チーム】舞風～ひらり～
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長
年
に
わ
た
り
統
計
調
査
に
功
労
の

あ
っ
た
田
原
市
の
登
録
調
査
員
・
倉
知
ひ

と
み
さ
ん（
神
戸
町
）が
10
月
18
日（
木
）、

総
務
大
臣
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

▼
総
務
課

☎
23
局
３
５
０
６　

23
局
０
１
８
０

　

長
年
に
わ
た
り
統
計
調
査
に
功
労
の

あ
っ
た
田
原
市
の
登
録
調
査
員
・
河
合

博ひ
ろ
か
ず一
さ
ん（
和
地
町
）が
11
月
21
日（
水
）、

愛
知
県
知
事
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

▼
総
務
課

☎
23
局
３
５
０
６　

23
局
０
１
８
０

▼
募
集
人
員
＝
各
若
干
名　

▼
採
用
期
間

＝
平
成
25
年
４
月
１
日
～
９
月
30
日
（
更

新
さ
れ
る
場
合
あ
り
）　

▼
勤
務
場
所
＝

市
内
保
育
園　

▼
職
種
／
業
務
内
容
／
賃

金
／
勤
務
時
間
＝
表
の
と
お
り　

▼
勤
務

形
態
＝
月
曜
～
金

曜
日
（
祝
日
を
除

く
）　

▼
申
し
込

み
＝
平
成
25
年
１

月
31
日
（
木
）
ま

で
に
子
育
て
支
援

課
へ
直
接
ま
た
は
電
話
に
て

※
登
録
制
度
に
よ
る
、
臨
時
保
育
士
な
ど

の
途
中
採
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
子
育
て
支
援
課

☎
23
局
３
５
１
３　

23
局
３
５
４
５

　

永
年
に
わ
た
る
功
績
を
称
え
ら
れ
、
以

下
の
方
が
叙
勲
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

■
平
成
24
年
秋
の
叙
勲

▪
旭き

ょ
く
じ
つ
そ
う
こ
う
し
ょ
う

日
双
光
章

鈴
木
愿す

な
お

（
元
愛
知
県
議
会
議
員
／
地
方

自
治
功
労
／
田
原
町
）

　

※
県
政
の
発
展
に
ご
尽
力

■
第
19
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

▪
瑞ず

い
ほ
う
た
ん
こ
う
し
ょ
う

宝
単
光
章

中
村
眞し

ん
い
ち一
（
元
愛
知
県
警
部
／
警
察
功

労
／
田
原
町
）

　

※
公
共
の
秩
序
の
維
持
に
ご
尽
力

みんなで投票しよう！

衆議院議員総選挙
投票日：12月 16 日㊐
（公示日：12月 4日㊋）

あなたの一票で、
住みよいまちづくりを

▶田原市選挙管理委員会（総務課内）
☎２３局３５０６

総
務
大
臣
表
彰

︵
統
計
調
査
功
績
者
表
彰
︶

※財源確保のため、有料広告として掲載しています。▶広報秘書課☎22局0138

叙
勲

平
成
24
年
度
愛
知
県
知
事
賞

︵
市
町
村
委
託
統
計
調
査
員
︶

田
原
市
臨
時
職
員

︵
臨
時
保
育
士・調
理
員
・用
務
員
︶

職種 業務内容 賃金 勤務時間

保育士 乳幼児の保育 時給１，１００円
または1，200円

8:30～17:00
※ただし、7:30～19:00の内で
   7時間45分勤務シフトあり

調理員 給食の調理、園
舎の清掃など 時給930円 8:30～16:15

用務員

給食・おやつの
準 備・ 片 付 け・
園舎内外の環境
整備

時給870円 8:30～16:15

※臨時保育士の場合は保育士資格が、臨時調理員の場合は調理師資格が必要

■田原市臨時保育士・調理員・用務員
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▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

の
方　

▼
コ
ー
ス
／
期
日
／
時
間
／
受
講

料
＝
表
の
と
お
り
（
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費

負
担
）　

▼
定
員
＝
各
20
名
（
先
着
順
）　

▼
場
所
＝
情
報
セ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
ア
研
修

室
（
田
原
文
化
会
館
２
階
）　

▼
申
し
込

み
＝
直
接
ま
た
は
電
話
・
Ｅ
メ
ー
ル
に

て
（
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日
・
希
望
コ
ー
ス
・

テ
キ
ス
ト
希
望
の
有
無
を
明
記
）　

▼
そ

の
他
＝
受
講
中
・
申
し
込
み
中
の
コ
ー
ス

を
含
め
、
同
時
に
２
コ
ー
ス
ま
で
申
し
込

み
可

※
休
館
日
＝
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌

平
日
）、
年
末
年
始
（
12
月
28
日
［
金
］

～
平
成
25
年
１
月
４
日
［
金
］）

▼
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
22
局
７
２
０
０　

23
局
２
８
０
８

　
jyosys@

city.tahara.aichi.jp

　

我
慢
し
過
ぎ

ず
、
お
い
し
く

食
べ
て
も
太
ら

な
い
コ
ツ
を
講

義
と
バ
イ
キ
ン

グ
実
習
で
学
び

ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内

在
住
の
20
歳
以
上
の
方　

▼
日
時
／
場
所

＝
表
の
と
お
り　

▼
定
員
＝
各
20
名
（
先

着
順
）　

▼
参
加
料
＝
３
０
０
円　

▼
申

し
込
み
＝
各
開
催
日
４
日
前
ま
で
に
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、

希
望
日
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号

を
明
記
）　

▼
持
ち
物
＝
筆
記
用
具
・
ご

は
ん
茶
碗

▼
健
康
課
（
市
役
所
内
）

☎
23
局
３
５
１
５　

23
局
３
８
１
０

▼
健
康
課
（
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
内
）

☎
33
局
０
３
８
６　

33
局
０
３
１
９

　

高
血
圧
を
予
防
す
る
た
め
に
、
塩
分
を

減
ら
す
方
法
や
「
う
す
あ
じ
」
で
も
お
い

し
い
料
理
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方　

▼
日
時
＝
平
成
25
年
１
月
10
日
（
木
）
午

前
10
時
～
午
後
１
時
30
分　

▼
場
所
＝
田

原
福
祉
セ
ン
タ
ー
栄
養
指
導
室
（
２
階
）

▼
定
員
＝
20
名
（
先
着
順
）　

▼
受
講
料

＝
２
０
０
円　

▼
申
し
込
み
＝
12
月
26
日

（
水
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
氏
名
・
生
年
月
日
・

電
話
番
号
を
明
記
）　

▼
持
ち
物
＝
筆
記

用
具
・
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

▼
田
原
市
健
康
づ
く
り
食
生
活
改
善
協
議

会
（
健
康
課
内
）

☎
23
局
３
５
１
５　

23
局
３
８
１
０

パ
ソ
コ
ン
教
室　

受
講
生

■パソコン教室
コース 期日（平成 25 年） 時間 受講料

文書作成初級（ワード） 1／23水・25金・30水
2／1金 　9:00～11:00 1,000円

文書作成中級（ワード） 1／20日・27日　
2／3日・10日　 9:00～11:00 1,500円

表計算初級（エクセル） 1／16水・18金・23水
25金 13:30～15:30 1,000円

表計算中級（エクセル） 1／20日・27日　
2／3日・10日　 13:30～15:30 1,500円

デジカメ写真の活用 1／16水・18金 　9:00～12:00 1,500円

家計簿作成（エクセル） 1／30水 13:30～16:30 500円

※パソコンの環境　OS：Windows Vista
使用ソフト：Internet Explorer7.0、Microsoft Word2007
　　　　　 Excel2007

栄
養
バ
イ
キ
ン
グ
講
座 

参
加
者

日時 場所

12／18火
10:00～13:00 あつみライフランド

H25／1／29火
18:00～20:30 田原福祉センター

H25／2／19火
18:00～20:30 あつみライフランド

H25／3／7木
10:00～13:00 田原福祉センター

■栄養バイキング講座

お
い
し
い「
う
す
あ
じ
」

料
理
講
習
会　

受
講
者
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▼
愛
知
県
就
業
促
進
課

☎（
０
５
２
）９
５
４
局
６
３
６
４

　

hideto_yaguchi@
pref.aichi.lg.jp

▼
応
募
資
格
＝
大
学
理
学
部
・
工
学
部
の

３
・
４
年
次
ま
た
は
大
学
院
修
士
課
程
で

理
学
、
工
学
を
専
攻
し
て
い
る
方
（
平
成

25
年
４
月
１
日
現
在
）　

▼
学
資
金
＝
月

額
５
万
４
０
０
０
円
（
卒
業
後
、
規
定
の

期
間
を
自
衛
隊
で
勤
務
し
た
場
合
は
返
還

免
除
）　

▼
申
込
期
間
＝
平
成
25
年
１
月

11
日
（
金
）
ま
で　

▼
試
験
日
＝
平
成
25

年
１
月
26
日
（
土
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
自
衛
隊
豊
橋
地
域
事
務
所

☎（
０
５
３
２
）33
局
２
６
９
３

　

愛
知
県
立
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、
実

践
的
な
技
能
者
に
向
け
、
職
業
に
必
要
な

技
術
や
知
識
を
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
訓
練
科
な
ど
＝
表
の
と
お
り

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
ど
な

た
で
も（
小
学
校

３
年
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
）　

▼
日
時
／
講
座

名
／
内
容
／
参

加
料
＝
表
の
と
お
り　

▼
定
員
＝
20
名

（
先
着
順
）　

▼
申
し
込
み
＝
電
話
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、

講
座
名
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
そ
の
他
＝
「
ほ
の
国
こ
ど
も
パ
ス
ポ
ー

ト
」
の
提
示
で
、
小
・
中
学
生
の
入
館
料

が
無
料

▼
吉
胡
貝
塚
資
料
館

☎
22
局
８
０
６
０　

22
局
８
０
７
０

　

yoshigo@
city.tahara.aichi.jp

　

災
害
時
に
、
被
災
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
調
整
役
と
な
る
「
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の
養
成
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
で
、
２
日
間
と
も
受

講
で
き
る
方　

▼
日
時
＝
平
成
25
年
２
月

３
日
（
日
）・
10
日
（
日
）
い
ず
れ
も
午

前
10
時
～
午
後
４
時　

▼
申
し
込
み
＝
12

月
21
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ・

Ｅ
メ
ー
ル
に
て（
Ｆ
Ａ
Ｘ・Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
を

明
記
）

▼
防
災
対
策
課　

☎
23
局
３
５
４
８　

23
局
０
１
８
０

　

saigai@
city.tahara.aichi.jp

自
衛
隊
貸
費
学
生

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

養
成
講
座　

受
講
生

■吉胡貝塚資料館　冬の体験講座
日時 講座名 内容 参加料

H25／1／27日
13：00～16：00

つる編みの
カゴづくり

野山に生えているつ
るを使って素朴なカ
ゴを作ります。

300円

H25／2／10日
13：00～16：00 貝のおひなさま

貝に布や色紙を貼っ
て、手のひらサイズ
のおひなさまを作り
ます。

400円

吉
胡
貝
塚
資
料
館

冬
の
体
験
講
座　

参
加
者

■愛知県立高等技術専門校　平成25年度普通課程訓練生
学校名 訓練科 訓練期間 定員 募集期間 選考日

名古屋高等技術専門校

建築総合科
総合コース ２年 30名

【Ｂ日程】
H25／1／4金～2／5㊋ H25／2／15金

モノづくり総合科
電気電子制御コース １年 30名

モノづくり総合科
機械加工コース １年 30名

岡崎高等技術専門校 モノづくり総合科
マルチスキルコース ２年 20名

東三河高等技術専門校 木造建築科 ２年 20名 【Ｃ日程】
H25／1／10木まで H25／1／21⺼

愛
知
県
立
高
等
技
術
専
門
校

平
成
２５
年
度
普
通
課
程
訓
練
生
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放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
放
送

を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。「
働

き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
」

「
学
び
を
楽
し
み
た
い
」
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
目
的
で
、
幅
広
い
世
代
や
職
業
の
方

が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
、幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

▼
出
願
期
間
＝
平
成
25
年
２
月
28
日（
木
）

ま
で

※
資
料
の
申
し
込
み
は
、
電
話
の
ほ
か
放

送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
ouj.ac.jp

）
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
放
送
大
学

☎（
０
５
２
）８
３
１
局
１
７
７
１

▼
対
象
＝
障
害
者
手
帳
所
持
者
（
身
体
・

精
神
な
ど
）　

▼
日
時
＝
平
成
25
年
１
月

22
日
（
火
）
～
２
月
８
日
（
金
）
の
毎
週

火
曜
日
～
土
曜
日
の
午
前
10
時
～
午
後
４

時
10
分　

▼
場
所
＝
豊
橋
市
障
害
者
福
祉

会
館　

▼
内
容
＝
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
操

作
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
）　

▼
定
員
＝

15
名
（
面
接
で
選
考
）　

▼
受
講
料
＝
無

料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
２
７
３
０

円
が
必
要
）　

▼
申
し
込
み
＝
12
月
19
日

（
水
）
ま
で
に
公
共
職
業
安
定
所
に
て
手

続
き
（
受
講
に
は
安
定
所
で
の
求
職
登
録

が
必
要
）

▼
愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

☎（
０
５
３
３
）93
局
２
１
０
２

　

年
末
の
ご
み
処
理
施
設
は
、
大
変
混
雑

し
、
入
場
す
る
ま
で
30
分
以
上
か
か
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

ご
み
は
、
で
き
る
だ
け
収
集
日
に
地
区

の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

や
む
を
得
ず
年
末
に
ご
み
を
持
ち
込
む
場

合
は
、
混
雑
を
解
消
す
る
た
め
、
事
前
に

自
宅
で
分
別
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
粗
大
ご
み
は
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
回
収

し
て
い
ま
せ
ん
。

▪
持
ち
込
め
る
ご
み
の
種
類

【
各
資
源
化
・
環
境
セ
ン
タ
ー
】

　

も
や
せ
な
い
ご
み
・
空
缶
・
小
物
金
属
・

ガ
ラ
ス
び
ん
・
紙
類
・
布
類
・
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
容
器
類
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
白

色
ト
レ
イ
・
有
害
ご
み
・
粗
大
ご
み
（
剪

定
木
・
枝
類
、
草
は
赤
羽
根
環
境
セ
ン

タ
ー
の
み
）

【
田
原
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
炭
生
館
】

も
や
せ
る
ご
み

▼
清
掃
管
理
課
☎
23
局
３
５
３
８

▼
東
部
資
源
化
セ
ン
タ
ー
☎
27
局
０
１
０
０

▼
赤
羽
根
環
境
セ
ン
タ
ー
☎
45
局
３
４
９
７

▼
渥
美
資
源
化
セ
ン
タ
ー
☎
32
局
３
３
２
２

　

赤
羽
根
文
化
会
館
の
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
（
本
館
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ル
ー
ム
、

多
目
的
ホ
ー
ル
［
体
育
館
］）
は
施
設
の
安

全
性
や
今
後
の
施
設
管
理
面
な
ど
を
考
慮

し
、
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
休
館
し
ま

す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
文
化
ホ
ー
ル
お
よ
び
図
書
館
は
引

き
続
き
開
館
し
ま
す
。

▼
生
涯
学
習
課
（
田
原
文
化
会
館
内
）

☎
22
局
６
０
６
１　

22
局
６
４
５
５

　

今
年
の
夏
季
の
節
電
に
つ
い
て
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

日
に
日
に
寒
さ
が
増
し
て
く
る
こ
れ
か

ら
の
時
期
、
暖
房
や
電
気
温
水
器
な
ど
の

利
用
に
大
量
の
電
力
を
消
費
す
る
た
め
、

夏
季
と
同
様
に
全
国
的
な
電
力
需
要
の
高

ま
り
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

安
定
し
た
電
力
需
給
の
た
め
、
冬
季
の

省
エ
ネ
・
節
電
に
つ
い
て
も
、
生
活
や
経

済
活
動
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
田
原
市
節
電
対
策
本
部
事
務
局
（
エ
コ

エ
ネ
推
進
課
内
）

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０

放
送
大
学 

平
成
２５
年
４
月
入
学
生

愛
知
県
障
害
者
委
託
訓
練

「
パ
ソ
コ
ン
ス
タ
ー
ト
コ
ー
ス
」受
講
者

冬
の
省
エ
ネ・
節
電
に

ご
協
力
を

❖
ご
家
庭
で
の
節
電
取
り
組
み
例

【
エ
ア
コ
ン
】

◦
重
ね
着
な
ど
を
し
て
、
室
温
20
℃
を

心
が
け
る
。 

◦
窓
に
厚
手
の
カ
ー
テ
ン
を
掛
け
る
。

【
照
明
】

◦
不
要
な
照
明
を
で
き
る
だ
け
消
す
。

【
テ
レ
ビ
】

◦
設
定
で
輝
度
を
下
げ
る
。

◦
必
要
な
時
以
外
は
消
す
。

【
冷
蔵
庫
】

◦
冷
蔵
庫
の
設
定
を
「
弱
」
に
す
る
。

◦
扉
を
開
け
る
時
間
を
短
く
す
る
。

◦
食
品
を
詰
め
込
み
過
ぎ
な
い
。

【
家
電
全
般
】

◦
本
体
の
主
電
源
を
切
る
。

◦
使
わ
な
い
機
器
は
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く
。

各
地
区
の
ご
み
の
収
集
日
は
、ご
み
カ

レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。ま
た
、各

施
設
の
年
末
・
年
始
の
業
務
日
に
つ
い

て
は
、20
ペ
ー
ジ「
年
末
・
年
始
の
業
務
の

お
し
ら
せ
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

年
末
の
ご
み
処
理
は
お
早
め
に

赤
羽
根
文
化
会
館
の
一
部
を

平
成
２５
年
度
か
ら
休
館
し
ま
す
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に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
制
度
の
詳
細
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://www.mhlw.go.jp/new-info/

kobetu/roudou/gyousei/rousai/120406-1.
html

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
愛
知
労
働
局
労
災
補
償
部
労
災
補
償
課

☎（
０
５
２
）９
７
２
局
０
２
６
１

　

市
町
村
単
位
に
組
織
す
る
地
域
赤
十
字

奉
仕
団
は
、
赤
十
字
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
通
じ
て
地
域
を
住
み
よ
く
し
よ
う
と

す
る
組
織
で
す
。

　

田
原
市
で
も
田
原
市
赤
十
字
奉
仕
団
と

し
て
98
名
の
会
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

災
害
時
に
役
に
立
つ
知
識
を
習
得
し
よ
う

と
、
災
害
時
高
齢
者
生
活
支
援
講
習
を
受

講
し
、
炊
き
出
し
訓
練
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
11
月
10
日
に
行
わ
れ
た
愛
知
県
・

田
原
市
津
波
地
震
防
災
訓
練
に
お
い
て

も
、
炊
き
出
し
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
毎
年
恒
例
の
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た

す
け
あ
い
」
街
頭
募
金
を
実
施
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
12
月
15
日
（
土
）
午
前
10
時
～

11
時　

▼
場
所
＝
①
イ
オ
ン
田
原
店
②

フ
ー
ド
オ
ア
シ
ス
あ
つ
み
福
江
店

▼
地
域
福
祉
課

☎
23
局
３
５
１
２　

23
局
３
５
４
５

▼
持
ち
物
＝
受
診
券
（
６
月
に
郵
送
済
）、

保
険
証　

▼
費
用
＝
自
己
負
担
分
は
無
料

▼
そ
の
他
＝
受
診
券
を
紛
失
さ
れ
た
場
合

は
、
再
発
行
（
12
月
14
日
ま
で
）
し
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
２
１
４
９
（
特
定
健
診
）

☎
23
局
３
５
１
４
（
後
期
高
齢
者
健
診
）

　

発
生
が
予
想
さ
れ
る
東
海
・
東
南
海
・

南
海
の
連
動
地
震
。
耐
震
補
強
が
さ
れ
て

い
な
い
住
宅
で
は
、
建
物
が
倒
壊
す
る
危

険
ば
か
り
か
、
倒
壊
し
た
住
宅
が
通
路
を

ふ
さ
ぎ
、
津
波
か
ら
の
避
難
の
支
障
と
な

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

田
原
市
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
補
助
制
度
を

設
け
て
耐
震
化
を
促
進
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▪
木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断

　

お
住
ま
い
の
木
造
で
昭
和
56
年
５
月
以

前
に
建
築
し
た
住
宅
が
、
地
震
に
強
い
か

ど
う
か
を
無
料
で
診
断
し
ま
す
。

▪
簡
易
耐
震
対
策
費
助
成

　

無
料
耐
震
診
断
で
安
全
で
な
い
と
診
断

さ
れ
た
住
宅
に
高
齢
者
や
障
害
者
が
い
る

場
合
、部
分
的
に
補
強
し
た
り
、防
災
ベ
ッ

ド
を
置
い
た
り
す
る
な
ど
、
安
全
が
確
保

で
き
る
対
策
に
最
大
30
万
円
を
補
助
し
ま

す
。

▪
そ
の
他

　

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
計
画
策
定
・
工

事
へ
の
補
助
、
木
造
住
宅
以
外
の
建
物
の

診
断
・
改
修
工
事
へ
の
補
助
、
危
険
な
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
・
改
修
へ
の
補
助
が
あ

り
ま
す
。

※
補
助
を
受
け
る
た
め
に
は
申
し
込
み
な

ど
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
建
築
課

☎
23
局
３
５
２
６　

22
局
３
８
１
１

　

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症
し
、
そ

れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿
ば
く
露
作
業
に

従
事
し
て
い
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
労
災
保
険
法
に
基

づ
く
各
種
の
労
災
保
険
給
付
や
石
綿
救
済

法
に
基
づ
く
特
別
遺
族
給
付
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

　

石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿
を
吸
っ
て

か
ら
非
常
に
長
い
年
月
を
経
て
発
症
す
る

こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

　

中
皮
腫
な
ど
で
亡
く
な
っ
た
方
が
過
去

に
石
綿
業
務
に
従
事
さ
れ
て
い
た
場
合
に

は
、
労
災
保
険
給
付
な
ど
の
支
給
対
象
と

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
愛
知
労
働
局
ま
た
は
労
働
基
準
監
督
署

　

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
追
加
接
種
（
４

回
目
）
の
有
効
性
と
安
全
性
が
確
認
さ
れ

た
た
め
、
定
期
予
防
接
種
と
な
り
、
自
費

接
種
か
ら
公
費
接
種
に
な
り
ま
し
た
。

▼
接
種
対
象
＝
生
後
３
か
月
～
７
歳
６
か

月
未
満
で
、
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
初

回
接
種
の
３
回
目
を
接
種
し
て
か
ら
12
～

18
か
月
経
過
し
て
い
る
子
ど
も　

▼
接
種

場
所
＝
市
内
指
定
医
療
機
関　

▼
接
種
費

用
＝
全
額
公
費
負
担
に
よ
り
自
己
負
担
な

し　

▼
接
種
方
法
＝
対
象
の
方
は
健
康
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
予
診
票
を
発
行

し
ま
す
。

▼
健
康
課
（
市
役
所
内
）

☎
23
局
３
５
１
５　

23
局
３
８
１
０

▼
健
康
課
（
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
内
）

☎
33
局
０
３
８
６　

33
局
０
３
１
９

　

年
に
１
度
は

健
診
を
受
け
て

自
分
の
身
体
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

▼
期
間
＝
12
月
31
日
（
月
）
ま
で
の
診
療

時
間
内　

▼
場
所
＝
市
内
指
定
医
療
機
関

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
追
加
接
種

全
額
公
費
負
担
に
な
り
ま
し
た

石
綿
に
よ
る
疾
病
と

認
定
さ
れ
た
方
へ

も
う
お
済
で
す
か
？
特
定
健
診
・

後
期
高
齢
者
健
診
は
12
月
末
ま
で

ご
自
宅
の
耐
震
化
に

補
助
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

田
原
市
赤
十
字
奉
仕
団
が

街
頭
募
金
を
実
施
し
ま
す
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平
成
24
年
工
業
統
計
調
査（
12
月
31
日

現
在
）を
行
い
ま
す
。
12
月
か
ら
平
成
25
年

１
月
に
か
け
て
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

　

内
容
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳

守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
総
務
課

☎
23
局
３
５
０
６　

23
局
０
１
８
０

　

給
水
工
事
は
、
田
原
市
指
定
給
水
装
置

工
事
店
へ
、
公
共
下
水
道
等
に
接
続
す
る

場
合
は
、
田
原
市
排
水
設
備
指
定
工
事
店

へ
必
ず
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▪
新
規
追
加

◦
株
式
会
社
平
本
管
工

☎（
０
５
３
２
）54
局
０
３
８
８

▼
水
道
課　

☎
23
局
３
５
３
２　

22
局
３
１
８
４

▼
下
水
道
課

☎
23
局
３
５
２
５　

22
局
３
１
８
４

▪
下
水
道
接
続
に
ご
協
力
を
！

　

下
水
道
は
、
私
た
ち
の
家
庭
な
ど
か
ら

出
る
生
活
排
水
を
き
れ
い
に
し
て
川
や
海

に
戻
し
、
快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く
る
と

と
も
に
、
海
や
川
を
汚
染
か
ら
守
る
た
め

の
施
設
で
す
。

　
下
水
道
を
使
え
る
区
域
で
ま
だ
接
続
を

し
て
い
な
い
方
は
、
接
続
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

▪
異
物
を
流
さ
な
い
で
！

　

下
水
道
施
設
へ
異
物
が
流
入
す
る
と
、

故
障
の
原
因
に
な
り
、
適
切
な
汚
水
処
理

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
水
洗
便
器
に
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

以
外
の
も
の
を
流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

▼
下
水
道
課

☎
23
局
３
５
２
５　

22
局
３
１
８
４

　

原
則
と
し

て
、
決
算
の

と
き
に
減
価

償
却
資
産
と

し
て
計
上
し

た
も
の
は
、

す
べ
て
対
象

と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
構
築
物
で
あ
っ
て
も
家
屋

と
し
て
固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
も
の

や
、
自
動
車
・
原
動
機
付
自
転
車
お
よ
び

一
部
の
農
耕
用
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
自
動

車
税
、
軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
と
な
る

も
の
は
償
却
資
産
の
範
囲
か
ら
除
か
れ
ま

す
。

　

所
有
し
て
い
る
償
却
資
産
に
変
更
が
な

く
て
も
、
取
得
価
額
の
合
計
が
免
税
点
以

下
で
あ
っ
て
も
、申
告
は
毎
年
必
要
で
す
。

　

該
当
す
る
資
産
が
あ
る
場
合
は
、
平
成

25
年
１
月
１
日
現
在
の
所
有
状
況
を
１
月

31
日
（
木
）
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。
申
告
書
は
12
月
中
旬
ご
ろ
に
送
付
し

ま
す
。

▪
電
子
申
告
に
つ
い
て

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
地
方
税
の
手
続
き
が

で
き
る
「
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
」
を
利
用
し
て
、

償
却
資
産
の
申
告
が
可
能
で
す
。
詳
し
く
は

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.eltax.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
１
０　

23
局
０
１
８
０

　

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
。

▼
11
月
１
日
、
三
河
ミ
ク
ロ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

彦
坂
直
政
様
か
ら
市
立
小

中
学
校
・
保
育
園
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の

推
進
お
よ
び
環
境
教
育
の
向
上
の
た
め
、

草
花
用
培
土
バ
ラ
33
㎥
、
袋
８
４
０
袋
。

区分 資産

❶構築物 温室 ･ 育苗用ハウス、ビニールハウスやアクリルハウスな
どの各種ハウス ･ アパートのフェンス ･ 駐車場の舗装 など

❷機械および装置
暖房機 ･ 温風機 ･ 消毒機 ･ 結束機 ･ 花選別機 ･ 花用冷
蔵庫 ･ 潅水設備・二重カーテンなどの農業用機械および
装置、旋盤・プレスなどの産業用機械および装置 など

❸船舶 ボート ･ 漁船 など

❹航空機 飛行機 ･ ヘリコプター など

❺車両および運搬具 フォークリフト ･ 構内運搬車 など

❻工具･器具および備品 エアコン ･ パソコン ･ 机 ･ いす ･ 陳列ケース など

■償却資産の対象となる資産（例）

　

法
人
や
個
人
で
工
場
や
事
務
所
、ア
パ

ー
ト
、農
業
な
ど
を
営
ん
で
い
る
方
が
所

有
し
て
い
る
事
業
用
の
有
形
固
定
資
産
の

う
ち
、土
地
、家
屋
、自
動
車（
軽
自
動
車
含

む
）以
外
の
も
の
は
、償
却
資
産
と
し
て
固

定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
り
、申
告
が

必
要
で
す
。

水
道
・
排
水
設
備
指
定
工
事
店
の

新
規
追
加

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

「
工
業
統
計
調
査
」に
ご
協
力
を

償
却
資
産
の
申
告

下
水
道
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
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月　日　

 施設名・電話番号

12月 １月
27

（木）
28

（金）
29

（土）
30

（日）
31

（月）
1

（祝）
2

（水）
3

（木）
4

（金）
5

（土）

市役所 22-1111 ○ ○ 出生や死亡などの届出は、北庁舎１階の日直室にて受け付け
ます。 ○

赤羽根市民センター
（旧赤羽根支所） 45-3111 ○ ○ ○

渥美支所 33-1111 ○ ○ 出生や死亡などの届出は、１階の日直室にて受け付けます。
（午前8時30分～午後5時15分） ○

田原福祉センター 23-3811 ○ ○ ○ ○
赤羽根福祉センター ― ○ ○ ○ ○
あつみライフランド 33-0386 ○ ○ ○ ○
リサイクルセンター
炭生館（もやせるごみのみ） 24-0151 ○ ○ ～正午 ○ ○
東部資源化センター 27-0100 ○ ○ ○ ○ ～正午

赤羽根環境センター 45-3497 ○ ○ ○ ○ ～正午

渥美資源化センター 32-3322 ○ ○ ○ ○ ～正午

田原文化会館
総合体育館 22-6061 ○ ○

中央図書館 23-4946 ○ ○
情報センター 22-7200 ○ ○
市民活動支援センター 22-1111

内線812 ○
赤羽根文化会館 45-3939 ○ ○
赤羽根図書館 45-3426 ○ ○
渥美文化会館 33-1000 ○ ○
渥美図書館 33-1114 ○ ○
江比間野外活動センター 37-1025 ○ ○
白谷海浜公園陸上競技場 22-7300 ○ ○
中央公園 22-0003 ○ ○
滝頭公園 22-3936 ○ ○
緑が浜公園（野球場・多目的広
場・パターゴルフ・テニスコート） 23-2663 ○ 午前９時～午後５時

（受付は午後４時まで） ○

交通公園 ― ○

赤羽根文化広場 45-2823 ○
パターゴルフのみ午前９時～
午後５時　無料開放
（道具はご持参ください）

○

渥美運動公園 38-0111 ○ ○
田原市博物館 22-1720 ○
渥美郷土資料館 33-1127 ○ ○
シェルマよしご 22-8060 ○ ○
池ノ原会館 23-2446 ○ ○
崋山会館 22-1700 ○ 喫茶部のみ午前7時30分～

午後4時30分　営業 ○
サンテパルクたはら 25-1234 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ハローワーク豊橋・田原 24-0050 ○ ○ ○
田原まつり会館 22-7337 ○ ○ ○
蔵王山展望台 22-0426 ○ ○ ○ ○ ○ 午前５時～

午後３時 ○ ○ ○ ○

田原めっくんはうす 23-2525 ○ ○ ○ ○ ○ 午前９時～午後５時 ○ ○

伊良湖クリスタルポルト 35-6631 ○ ○ ○ ○ ○ 早朝営業の予定（時間未定）
※詳しくはお問い合わせください。

あかばねロコステーション 45-5088 ○ ○ ○ ○ ○ 午前７時～
午後５時 ○ ○ ○ ○

■ 年末・年始の業務のおしらせ ○ 平常どおり 時間変更 休業

・サンテパルクたはらは、1月8日（火）～10日（木）の期間、臨時休園します。
・もやせるごみは、地区により収集日が異なります。詳しくは「ごみカレンダー」をご覧ください。
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◦街角ネットたはら
放送日 内　容

～12/13木
津波・地震防災訓練
中部・北陸実業団対抗駅伝競走大会

12/14金～12/27木
愛知県市町村対抗駅伝競走大会
市政ぴーあーる講座

「渥美半島の戦争遺跡」
12/28金～12/31月 田原市の１年を振り返る

1/1日～1/10木
「新年を迎えて」田原市長あいさつ
渥美半島菜の花まつり

毎日６回放送
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

※この番組表は有料広告として掲載しています。

ティーズチャンネルで放送中

広報秘書課 22　0138

◦田原市議会　生中継（予定）【デジタル 113ch】

10：00から終了まで
◦12/4火、5水 一般質問

※市議会ホームページでも生中継がご覧になれます。
　 http://www.city.tahara.aichi.jp/gikai/

祝
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◉
12
月
16
日
日　

家
庭
の
日
コ
ン
サ
ー
ト
「
合
唱
コ
ン
サ
ー
ト
」

時
間
▼
午
後
２
時
開
演
（
30
分
前
開
場
）

場
所
▼
田
原
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

出
演
▼
田
原
混
声
合
唱
団
、
田
原
市
楽
友

協
会
ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
教
室
ほ
か

入
場
料
▼
無
料

▼
田
原
市
楽
友
協
会
事
務
局
（
金
子
）

☎
23
局
２
６
８
３

◉
12
月
16
日
日　

豊
橋
田
原
食
農
教
育
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

も
っ
と
伝
え
た
い
！
食
と
農
の
絆
づ
く
り

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

入
場
料
▼
無
料　

▪
ク
ッ
キ
ン
グ
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

時
間
▼
午
後
１
時
～
２
時

テ
ー
マ
▼
忙
し
い
主
婦
の
方
や
料
理
初
心

者
の
方
も
「
作
っ
て
み
た
い
！
」
と
思

わ
せ
る
料
理
の
作
り
方

ゲ
ス
ト
▼
寺
田
真
二
郎
さ
ん（
料
理
研
究
家
）

定
員
▼
１
０
０
名
（
先
着
順
）

申
し
込
み
▼
不
要

◉
12
月
11
日
火　

講
座
「
渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に
」

　

田
原
市
博
物
館
・
㈶
崋
山
会
で
は
、
郷

土
の
偉
人
渡
辺
崋
山
を
、
よ
り
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
講
座
を
毎
月
11
日
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

時
間
▼
午
前
８
時
45
分
～
９
時
30
分

場
所
▼
崋
山
会
館

内
容
▼
渡
辺
崋
山
の
生
活

－

そ
の
６

講
師
▼
田
原
市
博
物
館 

鈴
木
利
昌
副
館
長

受
講
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
当
日
、
受
付
に
て

▼
田
原
市
博
物
館
☎
22
局
１
７
２
０

▪
野
菜
ソ
ム
リ
エ
の
食
育
ゲ
ー
ム

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
３
時

内
容
▼
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、お
買
い
も
の
ゲ
ー
ム
、

釣
り
ゲ
ー
ム
な
ど
、
野
菜
ソ
ム
リ
エ
と一緒

に
楽
し
み
な
が
ら
食
育
を
体
験

申
し
込
み
▼
不
要
（
随
時
参
加
可
）

▼
豊
橋
田
原
広
域
農
業
推
進
会
議
事
務
局

（
豊
橋
市
役
所
農
政
課
内
）

☎（
０
５
３
２
）51
局
２
４
６
４

　
http://w

w
w

.toyohashi-tahara.jp/
◉
12
月
16
日
日
・
23
日
日
・　
・
24
日
月
・　

フ
ェ
リ
ー
で
ク
リ
ス
マ
ス

▪
船
上
フ
ラ
ワ
ー
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　
「
花
男
子
」
が
忘
れ
ら
れ
な
い
ク
リ
ス

マ
ス
を
演
出
し
ま
す
。

日
時
▼
12
月
16
日（
日
）【
伊
良
湖
】午
前

10
時
40
分
発
【
鳥
羽
】午
後
２
時
10
分

発
参
加
料
▼
無
料
（
乗
船
料
は
別
途
必
要
）

▪
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
会

　

美
し
い
音
色
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
▼
12
月
23
日（
日
・
祝
）【
伊
良
湖
】午

前
９
時
30
分
発【
鳥
羽
】午
後
３
時
20
分

発
参
加
料
▼
無
料
（
乗
船
料
は
別
途
必
要
）

▪
ゴ
ス
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

　

冬
の
定
番
・
ク
リ
ス
マ
ス
ゴ
ス
ペ
ル
が

船
内
に
響
き
渡
り
ま
す
。

日
時
▼
12
月
23
日（
日
・
祝
）【
伊
良
湖
港
】

午
前
10
時
40
分
発
【
鳥
羽
】午
後
２
時

10
分
発

参
加
料
▼
無
料
（
乗
船
料
は
別
途
必
要
）

▪
ス
イ
ー
ツ
ク
ル
ー
ズ

　

鳥
羽
と
渥
美
半
島
の

ご
当
地
ス
イ
ー
ツ
が
味

わ
え
ま
す
。

日
時
▼
12
月
24
日（
月
・
振
）
※
便
未
定

参
加
料
▼
無
料
（
特
別
室
入
室
料
の
ほ
か

乗
船
料
は
別
途
必
要
）

※
詳
し
く
は
、鳥
羽
伊
良
湖
航
路
活
性
化

協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://www.

city.toba.mie.jp/tobairago/tobairagokouro.
htm

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
２
２　

22
局
３
８
１
７

月
の
イ
ベ
ン
ト

DEC

12

イベント名 内容・参加料

ふるさとうまいもん市場 新鮮な地元農産物や、農産物を活用
した特色あふれる食材が大集合

寄せ植え・フラワーアレ
ンジメント講座

寄せ植え＝1,500円
フラワーアレンジメント＝５００円

子ども工作教室 松ぼっくりを使って、クリスマスツ
リーを作成（参加料＝無料）

じょじょぎり無料配布 田原伝統の味をお楽しみください。
（午前11時、午後0時45分）

ミニ電車乗車体験 運賃＝無料

お買い上げ抽選会 お買い物をされた方などに抽選券を
配布します。

■その他のイベント

▲寺田真二郎さん
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◉
１
月
２
日
氺 

新
春
凧
揚
げ

時
間
▼
午
前
10
時
～

場
所
▼
道
の
駅
田
原
め
っ
く
ん
は
う
す

内
容
▼
凧
揚
げ
、
小
凧
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
餅

つ
き
ほ
か

※
凧
揚
げ
は
、
天
候
に
よ
り
中
止
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

▼
渥
美
半
島
観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー

☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
２
０
２
６

◉
１
月
２
日
氺　

渥
美
半
島
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

時
間
▼
午
前
８
時
30
分
受
付
開
始

場
所
▼
渥
美
運
動
公
園

対
象
▼
健
康
な
方
（
小
・
中
学
生
は
保
護

者
の
承
諾
が
必
要
）

参
加
料
▼
一
般
・
高
校
生
１
０
０
０
円
、

中
学
生
５
０
０
円
、
小
学
生
３
０
０
円

申
し
込
み
▼
渥
美
運
動
公
園
、
田
原
文
化

会
館
に
あ
る
申
込

用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、

12
月
21
日
（
金
）

ま
で
に
各
施
設
に

提
出

▼
田
原
市
体
育
協
会

☎
22
局
６
０
６
３　

22
局
６
４
５
５

◉
１
月
３
日
㊍

サ
ン
テ
新
春
フ
ェ
ア

時
間
▼
午
前
10
時
～

場
所
▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

内
容
▼
甘
酒
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
、餅
つ
き
大

会
、お
正
月
遊
び
コ
ー
ナ
ー
な
ど

▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

☎
25
局
１
２
３
４　

25
局
１
２
３
５

◉
１
月
11
日
㊎

消
費
者
生
活
講
座

～
大
ア
サ
リ
を
使
っ
て
～

渥
美
半
島
の
貝
を
も
っ
と

知
ろ
う

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所
▼
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
大
会
議
室

受
講
料
▼
無
料

月
の
イ
ベ
ン
ト

1

  冬休みエコキッズ学習会
「省エネと地球温暖化」をテーマに、実験を通じて、親子で楽しみながらエコ
ライフについて学びます。冬休みの自由研究の題材として、エコについて考
えてみませんか？

申
し
込
み
▼
当
日
、
受
付
に
て

▼
商
工
観
光
課

☎
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局
３
５
２
２　

22
局
３
８
１
７

◉
１
月
20
日
日　

あ
つ
み
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

時
間
▼
午
後
２
時
開
演
（
30
分
前
開
場
）

場
所
▼
渥
美
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル　

内
容
▼
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
▼
酒
井
宏
枝
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
北
村

直
子
（
ハ
ー
プ
）、
鈴
木
佳
代
子
（
ピ

ア
ノ
）

入
場
料
▼
５
０
０
円
（
ド
リ
ン
ク
付
き
）

チ
ケ
ッ
ト
▼
市
内
文
化
会
館
な
ど
で
販
売

託
児
▼
１
月
10
日
（
木
）
ま
で
に
電
話
予

約
▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

母子家庭の就業相談
予約は不要です。お気軽にご相談ください。

12月13日㊍・1月10日㊍
時 間 ◦午後１時 30 分～３時 30 分

場 所 ◦田原福祉センター相談室（1 階）

▼子育て支援課　
☎23局3513 　  23局3545

対象◦市内在住・在学の小学生とその
保護者（保護者の承諾があれば小学
生だけの参加も可）

日時◦12月23日（日・祝）午後２時～
４時

場所◦田原文化会館アトリエ
内容◦ソーラークッカーを使っての
「ゆで卵大実験」、田原市の地球温暖
化対策の取り組み紹介など

定員◦30名（先着順）
参加料◦無料
申し込み◦12月14日（金）までに直接

または電話・ＦＡＸ・Ｅメールにて
（ＦＡＸ・Ｅメールの場合は、住所、氏
名、学年、電話番号を明記）

▶エコエネ推進課
☎23局７４０１　 23局０１８０
　 ekoene@city.tahara.aichi.jp

▲ソーラークッカー
自然エネルギーの太陽熱だけを利
用して炊飯、カレー、焼き芋などを調
理する器具。アウトドアや災害時に
利用できる

うまく
できるかな？
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市
で
は
早
期
発
見
の
た
め
、
子
宮

が
ん
検
診
の
受
診
率
50
％
を
目
標
に

し
て
い
ま
す
が
、
田
原
市
の
受
診

率
（
表
１
）
は
、
決
し
て
高
い
状
況

と
は
い
え
ず
、
中
で
も
20
歳
代
は
、

11
・
９
％
と
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

検
診
方
法
は
、問
診
や
内
診
の
ほ
か
、

子
宮
頚
部
の
細
胞
を
採
取
し
て
調
べ

ま
す
。

❖
検
診
は
平
成
25
年
１
月
末
ま
で

　

20
歳
以
上
の
偶
数
年
齢
（
平
成
25

年
４
月
１
日
時
点
）
の
方
と
、
昨
年

度
に
未
受
診
の
方
が
対
象
で
す
。
対

象
者
に
は
、
５
月
末
に
受
診
券
を
郵

送
し
て
い
ま
す
。

子
宮
が
ん
検
診
を
受
け
よ
う
！

　

子
宮
が
ん
は
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ

ル
ス
が
原
因
で
発
症
し
ま
す
が
、
早
期
発

見
に
よ
り
８
割
以
上
の
方
が
治
り
ま
す
。

症
状
と
し
て
は
、
不
正
出
血
や
お
り
も
の

の
異
常
な
ど
が
み
ら
れ
ま
す
。
早
期
発
見

の
た
め
、
20
歳
に
な
っ
た
ら
２
年
に
１
回

は
子
宮
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

❖
若
年
層
に
多
い
子
宮
が
ん

　

子
宮
が
ん
は
、
特
に
20
～
30
歳
代
の
若

年
層
で
増
加
傾
向
に
あ
り
、
特
に
幼
い
子

ど
も
を
持
つ
母
親
に
と
っ
て
は
深
刻
な
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市では、ほかにも胃・大腸・乳がん
検診を平成25年1月末まで（前立
腺がん検診は12月末まで）無料で
実施しています。まだ受診されて
いない方は、ぜひ受診しましょう。

※母子健康手帳交付日に都合の悪い方は、随時受け付けます。（土・日・祝日を除く 8：30 ～ 17：00）
※予約制のものは１週間前までにお申し込みください。乳幼児健診・予防接種については、個人に通知します。

事業名 月日・受付時間 場　所 対象者・内容など

母子健康手帳交付 毎週月曜日（祝日を除く）
13：30 ～ 15：00

田原市役所
あつみライフランド

妊娠届出書の発行を受けた方
妊娠中の生活、母子健康手帳の使い方
妊娠中の食生活などについて

パパママスクール 
（育児体験コース）

1月12日（土）  8：50 ～ 9：00 田原福祉センター 妊娠中の方とその夫　※予約制 
パパの妊婦体験、赤ちゃん人形のもく浴など

離乳食教室（前期） 1月　9日（水）  9：50 ～ 10：00 田原福祉センター ５～６か月児とその保護者　※予約制　
離乳食講習と保育の話、歯の話など

離乳食教室（後期） 1月22日（火）  9：50 ～ 10：00 田原福祉センター
８～１１か月の第１子とその保護者 
※予約制（定員１６組）
離乳食講習と調理実習、試食など

育児相談
1月 7日（月）  9：00 ～ 10：30 あつみライフランド 身体計測、育児・母乳・栄養相談（乳幼児対象）

※母乳相談は生後６か月まで（原則１回）1月11日（金）  9：30 ～ 10：30 田原福祉センター

●インフォメーション

月　日 当直医 電話番号

12月30日（日）
かわせ小児科 ☎22局1230
藤岡医院 ☎32局1515
ヒラノ・デンタル・オフィス ☎22局6477

12月31日（月）
富永医院 ☎23局1316
山本医院 ☎45局2203
藤井歯科医院 ☎45局2123

1月1日（火・祝）
宮木内科 ☎23局0232
岡田医院 ☎37局0001
かわい歯科 ☎24局0080

1月2日（水）
ふれあいばし診療所 ☎29局2500
丸山医院 ☎33局0313
渡辺歯科医院 ☎32局3561

1月3日（木）
第 2国見医院 ☎23局2302
津金医院 ☎33局0222
なかた歯科 ☎23局1162

● 休日当直医 ※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認のうえ受診してください。　市役所●☎22局1111（代表）

夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22局2131
診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00

月　日 当直医 電話番号

12月9日（日）
ふれあいばし診療所 ☎29局2500
丸山医院 ☎33局0313
伊藤歯科医院 ☎22局1104

12月16日（日）
あつみメディカルクリニック ☎24局2322
川瀬医院 ☎35局1511
仲谷歯科 ☎23局2327

12月23日（日・祝）

菜の花内科クリニック ☎22局7777
昭和医院 ☎32局3749
杉の森皮ふ科クリニック ☎29局1112
鈴木歯科医院 ☎32局0239

12月24日（月・振）
河合医院 ☎22局6133
朽名医院 ☎33局0162
木村歯科医院 ☎22局0404

細胞診は数分ですみ、
痛みなどはほとんど
ありません。

体部

頸部

卵巣 卵巣

■平成23年度  田原市
　年齢別子宮がん検診受診率（％）
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中央図書館  　23局4946 　 tosho@city.tahara.aichi.jp
よ  く  よ  む

図書館休館日

『生協の白石さんとエコごはん』
白石昌則+東京農工大学出版会/著
ソニー・マガジンズ

白石さんがエコに関する相談に
答え、フードコーディネーター
の方がレシピを紹介。エコでお
いしいって最高ですね!

 『赤頭巾ちゃん気をつけて』
庄司薫／著
中公文庫

この本を初めて読んだのは、出版
されてから10余年後。みずみず
しい感性に共感しました。４半世
紀後のあとがき付です。

12月 ▼３日月、10日月、14日金、17日月、25日火、
　　　　　28日金～31日月　　

 １月 ▼1日火･日～４日金、７日月、11日金、15日火、
　　　　21日月、28日月

祝

　ストローとレジ袋をつかって凧を作ります。
日時＝12月26日水
         午後2時～
場所＝中央図書館こどもしつ
対象＝小学生
定員＝20名（先着順）
参加費＝無料
持ち物＝油性ペン、30cm定規
申し込み＝12月11日火午前
10時から中央図書館こどもしつカウンターへ直接、ま
たは電話にて

◉問合せ先＝中央図書館☎23局4946

　新聞紙でできた手作りのエコバッグに、司書が選ん
だおすすめの本・絵本などを３点入れて、先着で貸し出
します。
日時＝平成25年１月５日土
　　　午前11時～
　　　※福袋がなくなり次第終了
場所＝赤羽根図書館カウンター付近
対象＝どなたでも
内容＝１人につき１袋で限定23袋
　　　（子ども向け15袋、大人向け８袋）
　　　※エコバッグはプレゼントします！

◉問合せ先＝赤羽根図書館☎45局3426

●中央図書館
　一　般 ▼12月15日土～平成25年１月10日木　　「知ってる？ＷＥＢ」
　子ども ▼12月24日月・　まで　 　　　　　　　　「わくわく クリスマス！」
●赤羽根図書館
　一　般 ▼12月15日土～平成25年１月10日木　　「贈りもの」
　子ども ▼12月15日土～平成25年１月10日木　　「クリスマス・お正月〔干支へび〕」
●渥美図書館
　一　般 ▼12月15日土～平成25年１月10日木　　「免疫力」
　子ども ▼12月15日土～平成25年１月10日木　　「たのしいふゆのイベント」

中央図書館の地域コー
ナーには、寄贈していた
だいた美術館や博物館の
図録などを中心に集めた
本棚があります。美術書
好きの方、お立ち寄りく
ださい。

◎中央図書館「ストロー・カイトをつくろう！」

◎赤羽根図書館
　お正月企画【おすすめ in 福袋】

◎中央図書館『1階地域資料コーナー』
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　　　◉マリンバコンサート
やさしい音色のク
リスマスコンサー
トです。終了後に
体験もできます。
日時◦12月15日土 午後２時～

◉子
こ

育
そ だ

て講
こ う

座
ざ

ハグ
日時◦12月19日水 午前10時～
テーマ◦今、求められる家庭力
　　　　（明るい家庭を築くために）

詳しくは…◦子育て支援課（市役所内）　☎23局3513
児童センターだよりをご覧ください。
※小学校・保育園・幼稚園・市民館・福祉センター・子育て支援課にあります。
　　  http://www.city.tahara.aichi.jp/life/baby/facility.html

　田原児童センター☎23局4761

◉脳
の う

トレ「ルービックキューブ」
レベルは２
種類。それ
ぞれ６面攻
略を目指そ
う！
期間◦12月18日火 
　　　～平成25年１月６日㊐
対象◦小学生以上

◉みんなであそぼう
ボールやたけうまを使

つ か

ってあそぼう
期間◦12月21日㊎～24日月・㊐
対象◦小学生以上

◉みんなの様
よ う す

子

◦利用対象：0～18歳未満の児童（小学校入学前の乳幼児は保護者の付き添いが必要）

手は肩幅、足は腰幅に開
き四つんばいになる。

息を吸いながら、両足の
つま先を立てる。

息を吐きながら両ひざを
浮かす。（すねと床が平行
になるようにする）
　のポーズのまま、数回
深く強い呼吸を続ける。

　のポーズに戻す。

※数回繰り返す。

生涯学習課　２３局3531

体をしっかり意識してポーズをとることにより
体幹が鍛えられ、腰痛予防にもなります。背中
を丸めず、お腹が下がらないように意識して体
幹部分を安定させ、深く強い呼吸を続けてみま
しょう。

かんたんポーズで腰痛予防
！

１

２

１

３

３

４

５3５3

１

２

３

４

　　屋外でごみを燃やす方がい
　　て、とても困っています。
注意をしていただけませんか。

Ｑ

　　　　　　　ごみを屋外で焼却することは、健
康だけでなく環境にも深刻な影響を与えるた
め、法律で禁止されています。また、悪臭や黒煙
が発生するなど、近隣の住民に迷惑をかけます。
さらには、火災を引き起こす可能性もあり、大変
危険です。
　ごみの屋外焼却の禁止については、広報たは
らなどで周知していますが、残念なことにいまだ
に一部の方が行っており、市役所に苦情が寄せ
られています。
　今後も、個
別に指導し
ていきます
ので、ご相談
ください。

▶清掃管理課　２３局３５３８
▶環境衛生課　２３局３５４１

「市民の声」紹介

1２ 月のお休み

３日⺼、10日⺼、17日⺼、25日㊋
◦年末年始休み
12月28日㊎～平成25年１月4日㊎

セ ン タ ー

◦お知らせ　
市内の小学生以上の方を対象に、
緊急時連絡のための「利用登録」
を受付で行っています。
なお、児童センターでは
託児は行っていません。

◦

みんなで元気に遊ぼう！
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今月　納税・使用料の

火１２月25日

火１２月２5日

固定資産税・都市計画税
（第3期分）

水道料・下水道使用料金
（10・１１月分）

後期高齢者医療保険料
（第６期分）

国民健康保険税
（第７期分）

介護保険料
（第５期分）

口座引落日

納期限

人身２1件（203件）
負傷２３人（260人）
死亡0人（２人）
物損127件（１232件）

火災5件（34件）
救急199件（１930件）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

窃盗犯罪発生件数 火災・救急件数交通事故発生件数

侵入盗0件（１７件）
乗物盗5件（54件）
非侵入盗３件　（101件）

※（　）内の数字は平成2４年の累計

田原警察署だより

10月

田原警察署　 23局０１１０

◉犯罪を防いで明るい新年を迎えましょう！

◎年末・年始に特別警戒を実施します
　年末から年始にかけては、人やものの動きが活発になり、
さまざまな事件や事故の発生が懸念されます。
　そこで警察では、年末・年始に特別警戒を実施します。
　●期間：12月1日土～平成25年1月10日木

◎年末・年始は引ったくりや泥棒にご注意ください
　金融機関を狙った強盗や金融機関などへの行き帰りを
狙った引ったくり、買い物など不在中の家を狙った泥棒など
の犯罪の増加が懸念されます。
　警察では「犯罪の起きにくい社会づくり」の実現に向け
て、警戒活動をいっそう強化しています。
　皆さんも「カギかけ」をはじめ「自分の
身は自分で守る」という意識を持つこと
が必要です。犯罪のない地域社会を自
分たちの力でつくり、明るい新年を迎え
ましょう。

0

25

50

75

100

0

5

10

15

20

35

●宇連ダム・大島ダム・調整池の貯水率

宇連ダム・大島ダム
調整池の貯水率

水道料金のお支払いは、便利な口座振替で。

11/20現在
74.2％

8/1 8/10 8/20 9/1 9/10 9/20 10/1 10/1010/20 11/1 11/1011/20

節水注意線
※節水注意線とは、この値を下回ると節水が
　開始されるラインのこと（節水率検討）

蜆川のBOD値がやや高めです。水質浄化を心がけましょう。
●市内5河川の水質調査結果

8月 10月 12月 2月 5月 7月 9月

汐川
蜆川
今池川
免々田川
天白川

（　　 ）

　

１
か
ら
５
ま
で
の
問
題
を
解
い
て
マ
ス

を
埋
め
ま
し
ょ
う
。
太
枠
の
部
分
を
上
か

ら
順
番
に
並
べ
る
と
答
え
で
す
。
今
月
の

広
報
を
よ
～
く
読
む
と
わ
か
る
よ
。

１　

三
河
田
原
駅
の
新
し
い
○
○
○
○
の

概
要
に
つ
い
て
は
、
３
頁
で
ご
紹
介
し

て
い
ま
す
。

２　

災
害
時
要
○
○
○
○
○
台
帳
は
、
地

域
の
中
で
、
日
ご
ろ
の
見
守
り
か
ら
災
害

時
の
避
難
支
援
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

３　

年
末
・
○
○
○
の
業
務
の
お
し
ら
せ
は

20
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

４　
「
た
は
ら
ソ
ー
ラ
ー
・
○
○
○
○
共
同
事

業
」
で
は
、
大
規
模
な
太
陽
光
・
風
力
発

電
施
設
の
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

５　

街
角
ネ
ッ
ト
た
は
ら
な
ど
の
「
た
は
ら

市
政
番
組
」
は
、
テ
ィ
ー
ズ
○
○
○
○
○

で
放
送
中
で
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
、

広
報
た
は
ら
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
な

ど
を
記
入
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
正

解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
名
の
方
に

「
図
書
カ
ー
ド
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
締
め
切
り
＝
12
月
17
日
（
月
）
必
着

▼
あ
て
先
＝
〒
４
４
１

－

３
４
９
２

（
住
所
不
要
）田
原
市
役
所「
広
報
た
は
ら
」

【
11
月
号
の
答
え
】
ぶ
ん
か
さ
い

（
応
募
総
数
53
通
中
、
正
解
53
通
、
当
選

者
の
方
の
み
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
代

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
寄
せ

ら
れ
た
ご
意
見
な
ど
は
、
関
係
各
課
へ
も

お
伝
え
し
て
い
ま
す
。）

3

4
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迫力のある構図です。彫
刻刀を上手に使い分け、
彫りで動きを表現するこ
とができました。

評 評
和地小学校６年

青山小夏さん
　　　　　こ　 な つ

松岡    訓子 先生

小川

    睦
子

 先
生

筆遣いが丁寧で、線が
とてもきれいです。書
き始めに気をつけて書
くことができました。

評 クリスマスの準備をしているサンタさんが
上手にできました。待ちどおしいですね。

　　　　　　　　　　　　　じゅんび　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

   じょう ず　　　　　　　　 　　 ま

評 果物が、お話している様子が伝わってきます。
まわりの果物もおいしそうですね。

くだもの　　　　　　はなし　　　　　　　 よう す　　 つた

くだ もの

習字版画

大好きなフルーツ。またいっぱい
食べたいな！

  だい す

た

東部保育園

壁谷美咲ちゃん（５歳）
                　  　み　　さき

和地小学校４年

河合真帆さん
ま　 ほ

クリスマスツリーをきれいに飾っ
たよ。

かざ

東部保育園

明神美来ちゃん（６歳）
                　  　み　　らい

N
o.727 平

成
24

年
12

月
１

日
号

●
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

政
策

推
進

部
広

報
秘

書
課

●
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

●
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

65,561人　総人口

33,055人　男性

32,506人　女性

21,７53世帯世帯数

58人出生 52人死亡

110人転入 146人転出

－30人増減 ※増減は10月中です

（平成19年10月１日現在・国土地理院調べ）

■人口と世帯数

■行政面積
１８８.８１km2

（平成２4年11月１日現在）

本誌は再生紙を使用しています。

▼
季
節
は
す
っ
か

り
冬
。冷
た
い
北
風

が
吹
く
中
、色
づ
い

た
紅
葉
を
探
し
て

い
る
と
、寒
さ
な
ど

お
構
い
な
し
に
外
で
遊
ぶ
子
ど
も
た

ち
を
発
見
。春
夏
秋
冬
、季
節
に
よ
っ

て
生
活
ス
タ
イ
ル
は
人
さ
ま
ざ
ま
で

す
が
、子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
姿
は
、

変
わ
る
こ
と
な
く
一
年
中
あ
ち
ら
こ

ち
ら
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
ね
。最

近
で
は
、家
の
中
で
遊
ぶ
子
が
増
え

て
い
る
と
聞
き
ま
す
が
、自
然
豊
か

な
こ
の
田
原
市
の
子
ど
も
た
ち「
田

原
っ
こ
」た
ち
に
は
、こ
れ
か
ら
も
思

い
っ
き
り
外
で
は
し
ゃ
ぎ
回
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。そ
ん
な
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
、来
年
は
も
っ
と
元

気
な
田
原
市
に
し
た
い
で
す
ね
。（
Ｉ
）

▼
気
が
付
け
ば
２
０
１
２
年
も
あ
と

わ
ず
か
。新
年
に
向
け
て
新
た
に
目

標
を
立
て
る
前
に
、ま
ず
は
立
ち
止

ま
り
、今
年
１
年
を
し
っ
か
り
と
省

み
た
い
と
思
い
ま
す
。（
Ｍ
）

【
表
紙
の
写
真
】元
気
な
田
原
っ
こ（
田
原
児
童

セ
ン
タ
ー
）
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